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ご
は
ん

　
大
好
き
!!

　

香
取
市
は
、
利
根
川
や
そ
の

支
流
の
黒
部
川
、
小
野
川
な
ど

が
流
れ
、
豊
か
な
水
源
を
利
用

し
た
県
内
で
も
有
数
の
米
ど
こ

ろ
で
す
。
米
の
産
出
額
は
県
下

第
1
位
を
誇
り
ま
す
。

　

食
の
多
様
化
に
よ
り
、
米
の

消
費
は
年
々
減
少
し
て
い
ま

す
。
一
方
、
パ
ン
な
ど
の
原
材

料
で
あ
る
小
麦
を
は
じ
め
、
私

た
ち
が
普
段
食
べ
て
い
る
農
産

物
の
多
く
は
、
外
国
か
ら
輸
入

さ
れ
た
も
の
で
す
。そ
ん
な
中
、

輸
入
農
産
物
の
安
全
性
が
注
目

さ
れ
始
め
、
地
域
で
生
産
さ
れ

た
も
の
を
そ
の
地
域
で
消
費
す

る
こ
と
を
基
本
と
し
た
﹁
地
産

地
消
﹂
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
毎
日
の
食
事
が

か
か
せ
ま
せ
ん
。
毎
日
食
べ
る

も
の
だ
か
ら
こ
そ
、
安
全
で
お

い
し
く
、
体
に
良
い
も
の
で

あ
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
香

取
市
で
作
ら
れ
た
お
い
し
い
お

米
を
、も
っ
と
食
べ
ま
し
ょ
う
。

　

小
麦
粉
な
ど
の
価
格
高
騰
に

よ
り
、
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
米

粉
。
米
粉
は
パ
ン
、
麺
、
ケ
ー

キ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
食
品
へ
利

用
可
能
で
す
。
新
た
な
米
の
消

費
拡
大
に
も
つ
な
が
り
、
食
料

自
給
率
の
向
上
や
、
地
産
地
消

の
観
点
か
ら
も
期
待
さ
れ
て
い

日
本
の
味 

米
を
食
べ
よ
う
！

ま
す
。

　

夜
、
寝
て
い
る
時
、
身
体
は

眠
っ
て
い
て
も
、
体
内
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
使
わ
れ
続
け
て
い
ま

す
。
朝
食
は
寝
て
い
る
間
に
消

費
し
て
し
ま
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
補
給
す
る
大
切
な
食
事
で

す
。
朝
食
を
抜
く
の
が
習
慣
に

な
る
と
基
礎
代
謝
も
低
下
し
ま

す
。
朝
食
を
食
べ
ず
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
不
足
す
る
と
、
身
体
は

消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
節
約
し
よ

う
と
し
、
太
り
や
す
い
体
質
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

朝
ご
は
ん
を
し
っ
か
り
食
べ

地
産
地
消

香
取
市
産
米
を
食
べ
る

米
の
可
能
性
広
が
る

米
粉
に
注
目

朝
ご
は
ん
は

い
い
こ
と
い
っ
ぱ
い

る
と
、
脳
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源

ブ
ド
ウ
糖
を
補
給
で
き
、
脳
や

身
体
を
元
気
に
し
て
く
れ
ま

す
。
勉
強
や
仕
事
、
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
に
集
中
で
き
る
だ
け
で
な

く
、
イ
ラ
イ
ラ
も
な
く
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
ご
は
ん
は
消
化

に
時
間
が
か
か
る
の
で
、
太
り

に
く
い
体
質
を
つ
く
っ
て
く
れ

ま
す
。

　

家
族
と
一
緒
に
楽
し
く
、
ご

は
ん
で
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

を
摂
り
ま
し
ょ
う
。

朝
の
ヒ
ー
ロ
ー
お
に
ぎ
り

　
﹁
朝
は
時
間
が
な
い
の
﹂
と

い
う
人
は
、
お
に
ぎ
り
を
食
べ

ま
し
ょ
う
。
お
に
ぎ
り
の
良
い

と
こ
ろ
は
、
時
間
の
な
い
忙
し

い
朝
で
も
手

軽
に
食
べ
ら

れ
て
、
時
間

の
な
い
人
に

は
も
っ
て
こ

い
。
お
に
ぎ
り
で
充
実
し
た
1

日
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

香
取
市
産
米
は
、
市
内
の

J
A
や
直
売
所
な
ど
で
購
入
で

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

農
政
課　

☎
（50）
1
2
5
8

※
﹁
香
取
市
ふ
る
さ
と
産
品

マ
ッ
プ
﹂
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

HPhttp://w
w
w.saw

ara.com
/

furusato/index.htm
l

…ホームページアドレスHP

約1.2gと同じ
カルシウム5㎎

₁杯　150g
252㎉

ごはん

ごま

1/3個と同じ
食物繊維0.5g

りんご

葉₁枚と同じ
ビタミンB1　0.03㎎

キャベツ

111㎖と同じ
たんぱく質3.8g

牛乳

₁～₂枚と同じ
鉄分0.2㎎

ほうれん草

小₃個と同じ
炭水化物55.7g

じゃがいも

₆枚切り₁枚と同じ
脂質0.5g

食パン

元気と笑顔があふれるまち

JA全中「お米ブック」より
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一般会計予算の歳入・歳出内訳

 

歳
入

市
税
⋮
市
民
税
・
固
定
資
産
税
・

軽
自
動
車
税
な
ど
の
税

地
方
交
付
税
⋮
財
政
規
模
な
ど

に
応
じ
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る

お
金

市
債
⋮
国
・
県
や
銀
行
な
ど
か

ら
借
り
入
れ
る
お
金

国
・
県
支
出
金
⋮
特
定
の
事
業

な
ど
に
国
・
県
か
ら
交
付
さ
れ

る
お
金

諸
収
入
⋮
受
託
事
業
収
入
や
預

金
利
子
・
各
種
貸
付
金
の
元
利

収
入
の
お
金

繰
入
金
⋮
保
有
し
て
い
る
基
金

か
ら
繰
り
入
れ
た
お
金

そ
の
他
⋮
使
用
料
、
手
数
料
、

財
産
収
入
な
ど
の
お
金

 

歳
出

民
生
費
⋮
障
害
者
福
祉
、
児
童

福
祉
、
高
齢
者
福
祉
、
生
活
保

護
、
福
祉
医
療
な
ど
の
事
業
に

使
う
お
金

総
務
費
⋮
人
事
、
企
画
、
財
政
、

徴
税
、
戸
籍
、
統
計
な
ど
の
総

務
事
務
に
使
う
お
金

教
育
費
⋮
小
中
学
校
や
生
涯
学

習
な
ど
教
育
、
文
化
な
ど
の
事

業
に
使
う
お
金

衛
生
費
⋮
健
康
づ
く
り
、
廃
棄

物
処
理
、
公
害
対
策
な
ど
の
事

業
に
使
う
お
金

公
債
費
⋮
国
・
県
、
銀
行
な
ど

か
ら
借
り
た
市
債（
市
の
借
金
）

を
返
済
す
る
た
め
の
お
金

土
木
費
⋮
道
路
、
公
園
、
住
宅

な
ど
の
事
業
に
使
う
お
金

消
防
費
⋮
消
防
防
災
対
策
な
ど

の
事
業
に
使
う
お
金

農
林
水
産
業
費
⋮
農
業
・
畜
産
・

林
業
の
振
興
の
た
め
に
使
う
お
金

そ
の
他
⋮
議
会
費
、
商
工
費
な
ど

一般会計・特別・企業会計
総額489億2018万2千円

（対前年度比9．5％減）

平成20年度香取市予算

　

今
年
度
の
市
の
一
般
会
計
予
算
は
、

2
7
2
億
3
千
万
円
で
す
。
こ
れ
を
市
民

1
人
あ
た
り
に
使
う
お
金
に
換
算
す
る
と
、

31
万
3
千
円
に
な
り
ま
す
。

　

市
税
は
、
市
民
税
・
固
定
資
産
税
な
ど
合

計
91
億
9
3
1
1
万
1
千
円
で
、
市
民
1
人

あ
た
り
、
10
万
6
千
円
に
な
り
ま
す
。

　

市
が
皆
さ
ん
の
た
め
に
使
う
お
金
と
の
差

額
は
、国
や
県
か
ら
の
補
助
金
や
借
入
金（
市

債
）
な
ど
の
財
源
で
賄
わ
れ
ま
す
。

※平成20年₁月₁日現在の住民基本台帳人口 87,105人を基に算出

市
民
1
人
あ
た
り
に
使
わ
れ
る
市
の
お
金

総
額　

31
万
3
千
円

市
民
1
人
あ
た
り
が
負
担
す
る
税
金

総
額　

10
万
6
千
円

市税
91億9,311万₁千円

（33.76%）

地方交付税
71億6,000万円
（26.30%）

市債
27億2,380万円
（10.00%）

国庫支出金
20億5,643万₅千円

（7.55%）

歳
入

総額
272億₃千万円

歳
出

総額
272億₃千万円

県支出金
12億9,919万1千円

（4.77%）

その他
32億3,565万₇千円

（11.88%）

諸収入
₇億8,398万4千円

（2.88%）

繰入金
₇億7,782万2千円

（2.86%）

民生費
75億2,206万₇千円

（27.62%）

総務費
45億8,955万₉千円

（16.86%）

教育費
33億3,914万円
（12.26%）

衛生費
29億5,303万₂千円

（10.85%）

公債費
26億6,328万₇千円

（9.78%）

土木費
26億3,117万6千円

（9.66%）

消防費
17億9,750万₁千円

（6.60%）

その他
₇億6,397万₆千円

（2.81%）
農林水産業費

₉億7,026万₂千円
（3.56%）

民生費　8万6千円

総務費
5万3千円

教育費
3万8千円

衛生費
3万4千円

公債費
3万1千円
土木費
3万円

消防費　2万1千円

農林水産業費　1万1千円
その他　9千円

市民税
4万8千円

固定資産税
4万4千円

市たばこ税　6千円

都市計画税　6千円

その他　　　2千円その他　　　2千円

　

2
月
27
日
か
ら
開
会
さ
れ
た

3
月
市
議
会
定
例
会
で
、
平
成

20
年
度
の
各
会
計
の
予
算
案
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
の
予
算
は
、
合
併
に
と
も

な
う
地
方
交
付
税
な
ど
の
優
遇

措
置
を
活
用
し
な
が
ら
、
歳
出

で
の
人
件
費
や
各
種
諸
経
費
の

縮
減
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
度
予
算
編
成
で

は
、
香
取
市
の
ま
ち
づ
く
り
の

指
針
で
あ
る
総
合
計
画
の
初
年

度
と
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
実

現
に
向
け
効
率
的
な
配
分
に
努

め
ま
し
た
。

予
算
概
要

　

一
般
会
計
予
算
額
は
、

2
7
2
億
3
千
万
円
で
、
前
年

度
予
算
と
比
べ
、
3
億
6
千

万
円
増
加
し
、
プ
ラ
ス
1.3
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
は
計

1
8
2
億
6
9
7
6
万
6
千
円

で
、
53
億
5
1
2
1
万
9
千
円

減
少
し
、
マ
イ
ナ
ス
22.7
％
、
公

営
企
業
会
計
は
2
会
計
で
、
34

億
2
0
4
1
万
6
千
円
で
、
1

億
1
6
4
1
万
7
千
円
減
少

し
、
マ
イ
ナ
ス
3.3
％
と
な
り
ま

し
た
。

問
い
合
わ
せ

財
政
課　

☎
(50)
1
2
0
7

元気と笑顔があふれるまち
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活力に満ちた魅力ある農業の推進

■農業後継者の新規就農…240万円
　35歳以下の新規就農者を対象に、農業経営育成セミナー
受講に要する経費を助成。
■集落営農の推進…300万円
　集落の合意に基づき集落営農活動を推進する集落営農組
織を対象に、共同利用する農業機械・施設の整備に要する
経費の一部を助成。
■農業経営基盤の強化…3,500万円
　認定農業者の利用集積活動を支援し、農地保有合理化事
業の促進、規模拡大意欲のある農家への農地の集積を図る。

■水田基盤の整備…1,000万円
　府馬地区水田基盤整備事業の事業採択への調査を実施。
■千葉オリジナルブランドの産地づくり支援…200万円
　付加価値のあるコシヒカリの販売促進、販路開拓などの
取り組みを支援。

活気あふれる商業、地域の特性を活かした工業の振興

■企業の誘致…111万円
　企業訪問、地権者との協議、進出企業のニーズにあった
工場用地を提供するための各種調査を実施。
■中小企業への資金融資…₁億3,127万円
　中小企業者の経営基盤の安定化を図るため、事業資金の
融資、利子補給、保証料の補助。

地域と一体となったまちづくり型観光の推進

■まちの賑わい創出…350万円
　まちの賑わい創出のための文化的集客事業（外国人観光
客の誘客、産業観光フォーラム、軒先コンサートなど）を
実施。

■食のまちの育成…100万円
　北総のポークを素材にした逸品づくりを進めるととも
に、「佐原まちぐるみ御膳」の開発。₁店₁自慢の逸品を
PRしていくための仕組みづくり。

安心して産み育てられる子育て支援の充実

■乳幼児への医療対策…6,842万円
　₄歳未満児の通院費、小学校就学前までの入院費支給。
■少子化対策への支援…930万円
　不妊治療を行っている人を対象に、治療に要する医療費
の一部を補助。
■保育料の第₃子以降の無料化
　同一世帯で₂人以上の児童が同時に保育所、幼稚園また
は認定こども園に入所している場合、第₃子以降の保育料
を無料。
■土曜保育の実施…144万円
　佐原保育所、瑞穂保育所、小見川東保育所、栗源保育所
で土曜日の1日保育を実施。
■地域子育て支援センターの充実…2,561万円
　育児相談、子育てに関する情報提供、子育てサークルの
育成。
■放課後児童クラブの運営…3,012万円
　市内₆カ所に開設している放課後児童クラブで、保護者
が昼間家庭にいない児童（小学₁～₃年生）の生活指導を
実施。

市民生活を支える健康づくり・医療の充実

■麻しん風しん混合ワクチン接種…1,520万円
　中₁・高₃年生を対象にワクチン接種を実施。
■保健センターの整備…4,519万円
　小見川区事務所を改修し、保健センターとして整備。

明日をひらく、人間力を育てる学校教育の推進

■小中学校施設の耐震改修…₂億2,703万円
　耐震化が必要と診断された香取小学校、小見川北小校舎、

西小体育館、新島中学校校舎などの耐震改修を実施。
■栗源小学校の統合整備…₁億6,874万円

　栗源区₃小学校統合により増加する児童数に対応するた
め、栗源小学校校舎の増築・改修工事の実施。

個性的で魅力ある市街地の整備

■広域交流拠点の整備…3,146万円
　広域交流拠点整備を「民間資金等の活用による公共施設
等の整備等の促進に関する法律」（PFI法）に基づき、国
と協働して関係機関と調整しながら事業推進を図る。

■町並みの保存…1,493万円
　重伝建地区内における伝統的建造物の修理に要する経費
の一部を助成。
■街なみ環境の整備…2,915万円
　景観形成地区内における景観形成建築物の修理に要する
経費の一部を助成。
■歴史的建造物の活用促進…180万円
　重伝建地区および景観形成地区で、実験店舗の運営を実
施。

市民と行政の協働システムの確立

■市民協働の指針作成…245万円
　市民協働のまちづくりについて、専門家を交えた懇談会
や講演会の開催のほか、ガイドラインをつくり、市民協働
のまちづくりに係る周知・啓発を図る。
■地域の振興…500万円
　市民の創意工夫による地域の特性を活かした特色あるま
ちづくり活動を行う団体を対象に、活動経費を補助。

府馬地区水田地帯

小見川西小学校体育館

栗源小学校

広域交流拠点の整備

主な重点施策事業

予算規模

区　　分
平成20年度 
当初予算額

対前年度
増減額

増減率

一般会計 272億3,000万円 3億6,000万円 1.3％ 

特別会計 182億6,976万6千円 △53億5,121万9千円 △22.7％ 

公営企業会計 34億2,041万6千円 △ 1億1,641万7千円 △ 3.3％ 

合　　計 489億2,018万2千円 △51億0,763万6千円 △ 9.5％ 

特別会計

会　計　区　分
平成20年度 
当初予算額

対前年度
増減額

増減率

国民健康保険事業 103億5,000万円 7億5,200万円 7.8％ 
老人保健事業 8億3,600万円 △71億7,900万円 △89.6％ 
介護保険事業 39億8,200万円 2億4,800万円 6.6％

居宅介護サービス事業 1億2,000万円 △450万円 △3.6％

農村地域工業等導入促進事業 ― △35万円 △100％

農業集落排水事業 1億8,200万円 △100万円 △0.5％

観光事業 8,800万円 300万円 3.5％

下水道事業 18億6,900万円 6,300万円 3.5％

土地取得事業 976万6千円 △1,036万9千円 △51.5％

火葬場事業 9,500万円 4,000万円 72.7％

後期高齢者医療事業 7億3,800万円 7億3,800万円 100％

総　計 182億6,976万6千円 △53億5,121万9千円 △22.7％

公営企業会計

会　計　区　分
平成20年度 
当初予算額

対前年度
増減額

増減率

水道事業会計
収入 25億4,945万8千円 5,626万4千円 2.3％ 
支出 32億3,008万5千円 △9,580万8千円 △2.9％

簡易水道事業会計
収入 1億4,329万4千円 △27万2千円 △0.2％

支出 1億9,033万1千円 △2,060万9千円 △9.8％

　

市
公
用
車
の
購
入
に
つ
い

て
、
公
募
に
よ
る
見
積
り
合

わ
せ
を
実
施
し
ま
す
。

■
見
積
り
対
象

　

市
公
用
車
8
台

■
公
募
で
き
る
人　

市
内
に

本
店
ま
た
は
営
業
所
を
有
す

る
自
動
車
販
売
業
者
（
法
人

ま
た
は
事
業
所
を
有
す
る

人
）

■
申
込
期
間

　

4
月
15
日
㈫
～
25
日
㈮

■
見
積
書
提
出
日

　

5
月
8
日
㈭

■
そ
の
ほ
か　

対
象
車
仕

様
、
見
積
り
参
加
資
格
、
見

積
書
提
出
方
法
な
ど
は
、
財

政
課
で
配
布
す
る
公
募
型
見

積
り
合
わ
せ
説
明
書
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

財
政
課　

☎
(50)
1
2
0
7

公
用
車
購
入
の
見
積
り
を
公
募
し
ま
す
。

塵
芥
車
な
ど
を
売
却
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
不
用
と
な
っ
た

公
用
車
を
、
一
般
競
争
入
札

に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

■
入
札
物
件　

塵
芥
車
⋮
3

台　

ダ
ン
プ
⋮
1
台
（
各
車

現
状
引
渡
し
・
別
表
参
照
）

■
入
札
方
法　

一
般
競
争
入

札
（
最
低
売
却
価
格
有
り
）

■
入
札
対
象
者　

運
転
免
許

証
を
有
す
る
満
20
歳
以
上
で

市
内
に
住
民
登
録
ま
た
は
外

国
人
登
録
の
あ
る
人
、
市
内

に
事
業
所
を
有
す
る
法
人

■
申
込
方
法　

入
札
参
加
資

格
・
申
込
方
法
な
ど
は
、
環

境
安
全
課
で
配
布
す
る
入
札

説
明
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

■
受
付
期
間　

4
月
16
日
㈬

～
30
日
㈬　

9
時
～
17
時

（
土
・
日
曜
日
除
く
）

■
物
件
公
開　

4
月
16
日
㈬

～
22
日
㈫　

9
時
～
16
時

（
土
・
日
曜
日
は
12
時
ま
で
）

佐
原
清
掃
事
務
所

■
入
札
日
時
・
場
所　

5
月

14
日
㈬　

10
時
～　

市
役
所

3
階
3
0
1
会
議
室

問
い
合
わ
せ

環
境
安
全
課
☎
(50)
1
2
4
8

車両番号

車種

初年度登録

車検有効期限

走行距離

最低売却価格

(消費税別)

1

三菱キャンター（ダンプ）

平成₈年₃月

平成20年₃月20日

224,891km

150,000円

2

三菱キャンター（塵芥車）

平成₉年12月

平成20年₉月11日

182,675km

120,000円

3

三菱キャンター（塵芥車）

平成₉年12月

平成20年₉月11日

187,788km

120,000円

4

三菱キャンター（塵芥車）

平成12年₆月

平成20年₆月28日

136,935km

300,000円

■入札対象物件
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小
見
川
区
事
務
所

▼
佐
藤
豊
（
区
事
務
所
長
（
自
治

振
興
課
長
兼
務
））
▼
多
田
好
男

（
市
民
課
長
）
▼
篠
塚
吉
夫
（
健

康
福
祉
課
長
）
▼
鈴
木
彰
（
ま
ち

づ
く
り
課
長
）
▼
藤
田
繁
（
ま
ち

づ
く
り
課
副
参
事
）

山
田
区
事
務
所

▼
竹
蓋
常
夫
（
区
事
務
所
長
（
自

治
振
興
課
長
兼
務
））
▼
根
本
徹

（
市
民
課
長
）
▼
中
澤
美
弘
（
健

康
福
祉
課
長
）
▼
木
村
博
（
ま
ち

づ
く
り
課
長
）

栗
源
区
事
務
所

▼
佐
藤
秀
樹
（
区
事
務
所
長
（
自

治
振
興
課
長
兼
務
））
▼
久
保
木

純
生
（
市
民
課
長
）
▼
澁
谷
武
男

（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

■
派
遣

▼
佐
藤
隆
夫
（
香
取
広
域
市
町
村

圏
事
務
組
合
事
務
局
長
）

【行政情報】

　…小見川区事務所　　…山田区事務所　　…栗源区事務所

　
　

計
画
の
位
置
づ
け

　

こ
の
計
画
は
、
障
害
者
基
本

法
に
基
づ
く
国
の
障
害
者
基
本

計
画
や
、
重
点
施
策
実
施
5
カ

年
計
画
（
新
障
害
者
プ
ラ
ン
）、

千
葉
県
の
第
三
次
千
葉
県
障
害

者
計
画
な
ど
を
踏
ま
え
、福
祉
・

保
健
・
医
療
・
教
育
・
就
労
・

生
涯
学
習
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
わ
た
る
具
体
的
な
施
策
と
方

向
を
定
め
た
計
画
で
す
。

　

計
画
は
、
第
3
次
千
葉
県

障
害
者
計
画
、
香
取
市
基
本
構

想
、
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計

画
を
は
じ
め
、
関
連
計
画
な
ど

と
整
合
性
を
図
り
策
定
し
た
も

の
で
、
障
害
者
福
祉
施
策
に
関

す
る
個
別
計
画
と
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
の
展
開
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　
　

計
画
の
期
間

　

こ
の
計
画
は
、
平
成
19
年
度

を
初
年
度
と
し
、
平
成
23
年
度

ま
で
の
5
カ
年
の
計
画
と
し
て

い
ま
す
。

　
　

基
本
理
念

　
﹁
誰
も
が　

安
心
し
て　

生

き
生
き　

暮
ら
せ
る　

ま
ち
づ

く
り
﹂

　

こ
の
基
本
理
念
は
、﹁
ノ
ー

マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
﹂﹁
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
﹂の
理
念
と
、

誰
も
が
地
域
の
中
で
共
に
支
え

合
い
、
安
心
安
全
に
生
き
生
き

と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
視

点
を
踏
ま
え
、
障
害
の
あ
る
人

も
な
い
人
も
、
地
域
で
共
に
生

活
が
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目

指
す
も
の
と
し
て
掲
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　
　

目
指
す
社
会
像

　

市
が
目
指
す
社
会
像
を
次
の

よ
う
に
定
め
ま
す
。

①
一
人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し
く

生
き
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
づ

く
り

　

障
害
の
あ
る
人
の
社
会
活
動

1啓発・広報の充実
❶啓発活動の充実
❷福祉教育の推進
❸体験交流の促進
❹地域福祉の推進

2保健・医療の充実
❶乳幼児期の保健・療育の充実
❷医療、医学的なリハビリテーションの充実
❸心と体の健康づくりの推進

3療育・教育体制の充実
❶特別支援教育体制の充実
❷特別支援教育の推進
❸就学前保育・教育などの充実

4雇用・就労の促進
❶一般就労の促進
❷行政組織における障害者雇用対策の強化
❸福祉的就労の場の拡大

5生活支援サービスの充実
❶在宅生活への支援の充実
❷日中活動への支援の充実
❸居住の場への支援の充実
❹相談支援体制の充実
❺コミュニケーション支援の促進
❻権利擁護の推進

6生活環境の整備・充実
❶障害のある人にやさしい公共空間の確保
❷移動手段の確保
❸住宅環境の整備
❹生活安全の確保

7スポーツ・生涯学習、社会活動   
　への参画などの促進
❶スポーツ･レクリエーション活動への参加
の促進
❷生涯学習の推進
❸障害者団体の活性化
❹社会活動への参画の促進

を
促
進
し
、
一
人
ひ
と
り
が
自

分
ら
し
く
生
き
て
い
く
こ
と
の

で
き
る
社
会
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。

②
地
域
で
支
え
合
う
こ
と
の
で

き
る
共
生
社
会
づ
く
り

　

障
害
の
あ
る
人
の
地
域
で
自

立
し
た
生
活
を
支
援
す
る
た

め
、
地
域
で
支
え
合
う
こ
と
の

で
き
る
共
生
社
会
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。

③
す
べ
て
の
人
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
デ

ザ
イ
ン
に
基
づ
く
社
会
づ
く
り

　

障
害
の
あ
る
人
の
地
域
で

自
立
し
た
生
活
を
支
援
す
る
た

香
取
市
障
害
者

基
本
計
画
策
定

﹁
誰
も
が　

安
心
し
て　

生
き
生
き　

暮
ら
せ
る　

ま
ち
づ
く
り
﹂

め
、
す
べ
て
の
人
が
安
心
し
て

生
活
で
き
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・

デ
ザ
イ
ン
に
根
ざ
し
た
社
会
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
　

施
策
の
体
系

　

香
取
市
障
害
者
基
本
計
画
の

実
施
に
向
け
、﹁
誰
も
が　

安

心
し
て　

生
き
生
き　

暮
ら
せ

る　

ま
ち
づ
く
り
﹂
の
実
現
を

目
指
し
、
7
つ
の
基
本
目
標
を

立
て
、施
策
展
開
を
図
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

障
害
福
祉
課　

☎
(50)
1
2
5
2

�

(55)
1
8
8
5

施策展開の方向 　

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
す
べ
て
の
皆

さ
ん
が
、
地
域
で
生
き
生
き
と
安
心
し
て
共
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
指
針

と
し
て
﹁
香
取
市
障
害
者
基
本
計
画
﹂
を
、
策

定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

人
事
異
動

　

4
月
1
日
付
け
で
、
異
動
し
た

課
長
級
以
上
の
職
員
配
置
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

職
員
課　

☎
(50)
1
2
4
0

■
部
長
級 

▼
根
本
義
郎
（
企
画
財
政
部
長
）

▼
篠
塚
正
勝（
市
民
環
境
部
長（
佐

原
区
事
務
所
長
兼
務
））

▼
髙
木
茂
（
健
康
福
祉
部
長
）

▼
伊
藤
敏
昭
（
経
済
部
長
）

▼
菅
井
國
郎
（
建
設
部
長
）

▼
椎
名
哲
夫
（
上
下
水
道
部
長
）

■
課
長
級

市
役
所

▼
諏
訪
初
江
（
秘
書
広
報
課
長
）

▼
木
村
博
光
（
企
画
政
策
課
長
）

▼
内
山
賢
一
（
行
財
政
改
革
推
進

室
長
）
▼
石
川
一
美
（
財
政
課
長
）

▼
木
内
稔
（
納
税
課
長
）
▼
奈
良

昇
（
環
境
安
全
課
長
）
▼
椎
名
喜

予
（
市
民
活
動
推
進
課
長
）
▼
髙

木
秀
雄
（
市
民
課
長
）
▼
大
山
弘

（
社
会
福
祉
課
長
）
▼
坂
本
弘
（
介

護
福
祉
課
長
）
▼
篠
塚
寿
（
子
育

て
支
援
課
長
）
▼
椿
み
つ
子
（
子

育
て
支
援
課
副
参
事
）
▼
小
林
博

（
賑
わ
い
の
ま
ち
推
進
室
長
）
▼

黒
田
芳
男
（
都
市
計
画
課
長
）
▼

石
田
清
隆
（
建
設
課
長
）
▼
木
内

和
男
（
建
設
課
副
参
事
）
▼
並
木

博
之
（
道
路
河
川
管
理
課
長
）
▼

木
内
保
（
水
道
管
理
課
長
）
▼
笹

本
和
美
（
水
道
工
務
課
長
）
▼
相

川
秀
二
（
小
見
川
浄
水
場
長
）
▼

角
田
伸
一
（
下
水
道
課
副
参
事
）

▼
篠
塚
章
（
教
育
総
務
課
長
）
▼

鵜
澤
清
明
（
教
育
総
務
課
副
参

事
）
▼
川
島
輝
示
（
学
校
教
育
課

長
）
▼
小
山
田
孝
志
（
佐
原
給
食

セ
ン
タ
ー
所
長
）
髙
橋
秀
夫
（
山

田
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
・
栗
源
給

食
セ
ン
タ
ー
所
長
）
▼
江
波
戸
博

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
所
長
）

▼
阿
蒜
久
仁
夫
（
小
見
川
ス
ポ
ー

ツ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
所
長
）

▼
福
水
睦
夫
（
国
体
準
備
室
長
）

　障害者福祉をテーマに
市民懇談会を開催しま
す。
■対象　どなたでも
■日時　₄月18日㈮
　13時30分～15時
■場所　市役所₅階大会
議室
■内容　障害者福祉を
テーマにしたパネルディ
スカッションと障害者基
本計画の説明

市民懇談会
開催

　

5
月
1
日
か
ら
、
住
民
基
本

台
帳
法
お
よ
び
戸
籍
法
の
一
部

が
改
正
さ
れ
、
住
民
票
の
写
し

や
戸
籍
謄
本
な
ど
の
請
求
の
際

に
、
窓
口
に
来
ら
れ
た
人
の
本

人
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
民
課　
　

☎
(50)
1
2
1
0

小
市
民
課　

☎
(82)
1
1
1
4

山
市
民
課　

☎
(78)
2
1
1
3

栗
市
民
課　

☎
(75)
2
1
1
3

戸
籍
謄
本
な
ど
の
請
求
時
に

本
人
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
や
免
許
証
な
ど
を
持
参

く
だ
さ
い
。
郵
送
に
よ
る
請
求

の
場
合
も
、
請
求
者
の
本
人
確

認
書
類
の
写
し
を
同
封
し
て
く

だ
さ
い
。
写
真
付
き
の
本
人
確

認
書
類
が
な
い
場
合
は
、
問
い

新副市長に

黒
くろいわ

岩博
ひろあき

明氏

■
略
歴

平
成
16
年　

企
業
庁
地
域
整
備
部

土
地
分
譲
課
長

平
成
18
年　

企
業
庁
管
理
部
事
業

整
理
課
長

平
成
19
年　

企
業
庁
工
業
用
水
部

管
理
課
長

　

3
月
定
例
市
議
会
に
お
い
て
、

副
市
長
に
黒
岩
博
明
氏
の
選
任
を

求
め
る
議
案
が
提
出
さ
れ
、
採
決

の
結
果
賛
成
多
数
で
同
意
さ
れ
ま

し
た
。
発
令
は
4
月
1
日
、
任
期

は
4
年
と
な
り
ま
す
。

戸
籍
謄
本
な
ど
の
請
求
時
に

本
人
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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ネ
ジ
ャ
ー
が
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作

成
し
ま
す
。
要
支
援
1
・
2

の
人
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン

を
作
成
し
ま
す
。

　

次
の
施
設
な
ど
の
場
合

は
、
そ
の
事
業
所
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
が
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成

し
ま
す
。

　

▼
介
護
老
人
福
祉
施
設
▼
介

護
老
人
保
健
施
設
▼
介
護
療
養

型
医
療
施
設
▼
（
介
護
予
防
）

特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
▼

（
介
護
予
防
）
小
規
模
多
機
能

型
居
宅
介
護
▼
（
介
護
予
防
）

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

（
短
期
利
用
を
除
く
）（
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
）

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

　

要
介
護
者
が
受
け
ら
れ
る
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
﹁
介
護
給
付
﹂

（
図
①
）
と
い
い
、
要
支
援
者

が
受
け
ら
れ
る
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
を
﹁
介
護
予
防
給
付
﹂（
図

②
）
と
い
い
ま
す
。

　

介
護
給
付
の
う
ち
、
在
宅
で

の
介
護
を
希
望
し
て
受
け
ら
れ

る
サ
ー
ビ
ス
を
﹃
居
宅
サ
ー
ビ

ス
﹄、
施
設
に
入
所
し
て
受
け

ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
﹃
施
設

サ
ー
ビ
ス
﹄
と
い
い
ま
す
。

　

ま
た
、
非
該
当
の
人
や
地
域

の
す
べ
て
の
高
齢
者
を
対
象

に
、
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
す
ご

す
た
め
に
地
域
支
援
事
業
（
図

③
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

要
介
護
認
定
に
有
効

期
間
は
あ
る
の
？

　

要
介
護
認
定
の
初
回
認
定
の

有
効
期
間
は
、
原
則
と
し
て
申

請
日
か
ら
6
カ
月
と
な
り
ま

す
。
引
き
続
き
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
た
い
場
合
に
は
、
有

効
期
間
満
了
日
の
60
日
前
か
ら

満
了
日
ま
で
の
間
に
更
新
の
申

請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※特定疾病該当者は、①がん末期②筋萎縮性側索硬化症③後縦靭帯骨化
症④骨折を伴う骨粗しょう症⑤多系統萎縮症⑥初老期における認知症⑦
脊髄小脳変性症⑧脊柱管狭窄症⑨早老症⑩脳血管疾患⑪糖尿病性神経障
害、糖尿病性腎症および糖尿病性網膜症⑫パーキンソン病関連疾患⑬閉
塞性動脈硬化症⑭関節リウマチ⑮慢性閉塞性肺疾患⑯両側の膝関節また
は股関節に著しい変形を伴う変形性関節症

　

な
お
、
市
か
ら
有
効
期
間
満

了
日
の
2
カ
月
前
に
﹁
要
介

護
・
要
支
援
認
定
更
新
の
お
知

ら
せ
﹂
を
通
知
し
ま
す
。

　

更
新
の
申
請
を
す
る
と
、
再

度
認
定
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

認
定
の
有
効
期
間
が
経
過
し
た

と
き
は
、
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

介
護
福
祉
課　

☎
（50）
1
2
0
8

小
健
康
福
祉
課
☎
（82）
1
1
1
5

山
健
康
福
祉
課
☎
（78）
2
1
1
4

栗
健
康
福
祉
課
☎
（75）
3
0
0
0

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☆
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務

（
介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
な
ど
）

☆
総
合
相
談
業
務

☆
権
利
擁
護

☆
高
齢
者
虐
待
防
止 

☆
成
年
後
見
制
度
利
用
支
援

☆
包
括
的
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務

佐
原
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
介
護
福
祉
課
内
）

担
当
地
区
…
佐
原
、
栗
源
地
区

小
見
川
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
小
見
川
区
事
務
所
内
）

担
当
地
区
…
小
見
川
、
山
田
地
区

在
宅
で
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
場
合

は
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
に
連
絡

心
身
の
状
態
や
家
族
の
状
況
に
合
わ
せ
て

計
画
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
が
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成

施
設
へ
入
所
し
た
い
場
合
は
、
介
護
保
険

施
設
に
連
絡

■
対
象　

要
介
護
1
～
5
の
人

◎
居
宅
サ
ー
ビ
ス

■
利
用
に
つ
い
て
の
相
談

・
居
宅
介
護
支
援

■
自
宅
訪
問
で
日
常
生
活
を
手
助
け

・
訪
問
介
護
・
訪
問
入
浴
介
護

・
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

■
医
師
の
指
導
の
も
と
で
管
理
助
言

・
訪
問
看
護

・
居
宅
療
養
管
理
指
導

■
日
帰
り
の
サ
ー
ビ
ス

・
通
所
介
護

・
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

■
短
期
間
施
設
に
泊
ま
る

・
短
期
入
所
生
活
介
護

・
短
期
入
所
療
養
介
護

■
環
境
を
整
え
る

・
特
定
福
祉
用
具
購
入
費
の
支
給

・
福
祉
用
具
貸
与

・
居
宅
介
護
住
宅
改
修
費
の
支
給

・
紙
お
む
つ
の
支
給(

市
特
別
給
付
）

■
施
設
に
入
っ
て
利
用

・
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護

◎
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

■
複
合
的
な
サ
ー
ビ
ス

・
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

■
日
帰
り
の
サ
ー
ビ
ス

・
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

■
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

・
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

◎
施
設
サ
ー
ビ
ス

■
生
活
介
護
が
中
心
の
施
設

・
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養
護

■
複
合
的
な
サ
ー
ビ
ス

・
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護

■
日
帰
り
の
サ
ー
ビ
ス

・
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

■
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

・
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生

活
介
護

※
要
支
援
2
の
み

　

生
活
機
能
が
低
下
し
て
い
る
高
齢

者
を
早
期
発
見
し
、
要
支
援
・
要
介

護
状
態
へ
の
予
防
を
図
り
ま
す
。

◎
特
定
高
齢
者
施
策

■
対
象　

要
支
援
、
要
介
護
状
態
に

な
る
お
そ
れ
の
あ
る
高
齢
者

■
内
容

・
65
才
以
上
の
高
齢
者
に
生
活
機
能

評
価
を
実
施
し
、
特
定
高
齢
者
を
選

定
。

・
通
所
型
介
護
予
防
事
業
で
は
、
通
所

に
よ
り
、
運
動
器
の
機
能
向
上
、
栄

養
改
善
、
口
腔
機
能
の
向
上
な
ど
を

実
施
。

・
訪
問
型
介
護
予
防
事
業
で
は
、
閉
じ

こ
も
り
、
認
知
症
、
う
つ
な
ど
の
状

態
に
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
人
を
対
象

に
、
保
健
師
な
ど
が
ご
自
宅
な
ど
を

訪
問
し
、
相
談
・
指
導
な
ど
を
実
施
。

◎
一
般
高
齢
者
施
策

■
対
象　

す
べ
て
の
高
齢
者

■
内
容　

介
護
予
防
に
関
す
る
知
識

の
普
及
・
啓
発
、
地
域
で
の
自
主
的

な
介
護
予
防
活
動
へ
の
支
援
な
ど

介
護
サ
ー
ビ
ス

︻
介
護
給
付
︼

図①

主
な
介
護
予
防
事
業

︻
地
域
支
援
事
業
︼

図③

介
護
が

　

必
要
と
な
っ
た
ら

　

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
に
は
、
市
の
介
護
保
険

担
当
課
へ
要
介
護
（
支
援
）
認

定
の
申
請
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
後
、
訪
問
調
査
や
審
査

を
経
て
、
介
護
が
必
要
な
﹁
要

介
護
1
～
5
﹂、
予
防
的
な
支

援
が
必
要
な﹁
要
支
援
1
・
2
﹂、

介
護
保
険
の
対
象
と
な
ら
な
い

﹁
非
該
当
（
自
立
）﹂
な
ど
の
認

定
結
果
が
届
き
ま
す
。

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成

　

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
前
に
居

宅
介
護
支
援
事
業
所
な
ど
に
依

頼
し
て
、
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
を
具
体
的
に
盛
り
込
ん

だ
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま

す
。

　

要
介
護
1
～
5
の
人
は
、
居

宅
介
護
支
援
事
業
所
で
ケ
ア
マ

正しく知って、利用しよう

～申請からサービス利用まで～
介 護 保 険介 護 保 険

要
介
護(

支
援)

認
定
の
申
請

　介護や支援が必要になったら介護保険担当
課で要介護認定の申請をします

【申請時に必要なもの】
○申請書○ 介護保険被保険者証　
○ 医療保険被保険者証（40歳～64歳の人）

要
介
護(

支
援)

認
定

認 定 結 果

訪問調査

調査員が自宅などを
訪問し、本人や家族
から心身の状態や日
中の生活、家族・居
住環境などの調査を
行います

主治医の意見書
介護保険担当課は、申請
の際に申し出のあった主
治医に対し、意見書（受
療状況など ) の提出を依
頼します

（主治医がいない場合は
市にご相談ください）

介 護 認 定 審 査 会

要
介
護
5

要
介
護
4

要
介
護
3

要
介
護
2

要
介
護
1

要
支
援
2

要
支
援
1

非
該
当

要介護₁～₅の
人は介護サービ
スまたは施設
サービスを利用
できます

要支援₁・₂の
人は介護予防
サービスを利用
できます

（
図
①
）

（
図
②
）

40歳以上64歳以下の人
（※特定疾病該当者）

65歳以上の高齢者

申
請
を
し
て
い
な
い
が
、
要
支
援
・

要
介
護
に
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
人

介
護
保
険
の
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
将
来
、
介
護
が
必

要
に
な
る
お
そ
れ
が
高
い
人
に
介
護
予
防
事
業
を
行
い
ま
す

（
図
③
）

サービス利用の手順は？

介護や支援が必要な人

老
人
ホ
ー
ム
）

■
介
護
や
リ
ハ
ビ
リ
が
中
心
の
施
設

・
介
護
老
人
保
健
施
設

■
医
療
が
中
心
の
施
設

・
介
護
療
養
型
医
療
施
設�

■
対
象　

要
支
援
1
・
2
の
人

◎
居
宅
サ
ー
ビ
ス

■
利
用
に
つ
い
て
の
相
談

・
介
護
予
防
支
援

■
自
宅
訪
問
で
日
常
生
活
を
手
助
け

・
介
護
予
防
訪
問
介
護

・
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護

・
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン

■
医
師
の
指
導
の
も
と
で
管
理
助
言

・
介
護
予
防
訪
問
看
護

・
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導

■
日
帰
り
の
サ
ー
ビ
ス

・
介
護
予
防
通
所
介
護

・
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン

■
短
期
間
施
設
に
泊
ま
る

・
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護

・
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護

■
環
境
を
整
え
る

・
介
護
予
防
福
祉
用
具
購
入
費
の
支
給

・
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与

・
介
護
予
防
住
宅
改
修
費
の
支
給

・
紙
お
む
つ
の
支
給
（
市
特
別
給
付
）

■
施
設
に
入
っ
て
利
用

・
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活

介
護

◎
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

　

次
の
施
設
の
指
定
管
理
者

が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

■
小
見
川
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
さ
く
ら
館
）（
本
郷

62
番
地
）

◇
指
定
管
理
者　

社
会
福
祉

法
人
香
取
市
社
会
福
祉
協
議

会
（
佐
原
ロ
2
1
1
6
番
地

1
）
会
長　

亀
谷
秀
夫

◇
指
定
期
間　

4
月
1
日
～

平
成
25
年
3
月
31
日

■
な
の
は
な
苑
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
（
大
崎
2
1
4

番
地
）

◇
指
定
管
理
者　

社
会
福
祉

法
人
い
こ
い
の
会
（
白
井
市

谷
田
2
4
1
番
地
）
理
事
長

　

小
倉
順

◇
指
定
期
間　

4
月
1
日
～

平
成
23
年
3
月
31
日

指
定
管
理
者
制
度
と
は
⋮

　

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ

り
、
民
間
業
者
な
ど
に
公
の

施
設
の
管
理
を
行
わ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
民
間
業
者
な
ど
の
持
つ

ノ
ウ
ハ
ウ
や
活
力
を
活
用
す

る
こ
と
で
行
政
の
効
率
化
・

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

る
も
の
で
す
。

問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
☎
(50)
1
2
0
9

2
施
設
の
指
定
管
理
者
決
定

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

︻
介
護
予
防
給
付
︼

図②
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フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
と
は
、
保
護
者
へ
の
仕
事

と
育
児
の
両
立
支
援
や
児
童
の

福
祉
向
上
を
目
的
と
す
る
﹁
相

互
援
助
活
動
﹂
を
行
う
会
員
組

織
で
す
。

　

セ
ン
タ
ー
の
仲
介
（
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
）
に
よ
り
、
育
児
を
手

伝
っ
て
ほ
し
い
﹁
依
頼
会
員
﹂

が
、
お
手
伝
い
の
で
き
る
﹁
提

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

応
援
し
ま
す
！

働
き
な
が
ら
子
育
て
！

応
援
し
ま
す
！

働
き
な
が
ら
子
育
て
！

活動依頼

報酬の授受

協力会員
の紹介

活動報告
書の提出

援助依頼
申し込み

事前打ち合わせ
子育ての応援依頼会員

センター
事務局

アドバイザー

協力会員

センター利用の流れ図

供
会
員
﹂
に
、
有
料
で
育
児
支

援
を
し
て
も
ら
え
ま
す
。

　
　

会
員
の
種
類

◇
依
頼
会
員
⋮
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
者
で
、
育
児
の
お
手

伝
い
を
し
て
ほ
し
い
生
後
3
カ

月
以
上
満
10
歳
未
満
の
お
子
さ

ん
が
い
る
人

◇
提
供
会
員
⋮
市
内
在
住
で
育

児
の
経
験
が
あ
る
心
身
と
も
に

健
康
な
人
で
、
育
児
の
お
手
伝

い
を
し
た
い
人

◇
両
方
会
員
⋮
依
頼
会
員
と
し

て
子
ど
も
を
預
か
っ
て
も
ら

い
、
時
に
は
提
供
会
員
と
し
て

預
か
る
こ
と
も
可
能
な
人
（
提

供
会
員
お
よ
び
依
頼
会
員
の
要

件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
）

　
　

活
動
内
容

◇
提
供
会
員
、
両
方
会
員
に
よ

る
援
助
活
動
の
内
容

▼
保
育
施
設
、
学
校
の
開
始
時

間
ま
で
か
終
了
時
間
後
子
ど
も

を
預
か
れ
る
こ
と
▼
保
育
施
設

ま
で
の
送
迎
▼
保
育
施
設
、
学

校
が
休
み
の
日
に
子
ど
も
を
預

か
れ
る
こ
と
▼
冠
婚
葬
祭
や
他

の
子
ど
も
の
学
校
行
事
な
ど

で
、
子
ど
も
を
預
か
れ
る
こ
と

▼
買
い
物
な
ど
の
外
出
時
、
子

ど
も
を
預
か
れ
る
こ
と
▼
子
ど

も
の
軽
度
の
病
気
な
ど
臨
時
的

に
子
ど
も
を
預
か
れ
る
こ
と

◇
提
供
会
員
・
両
方
会
員
に
よ

る
援
助
活
動
は
、
原
則
と
し
て

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
行
い
ま
す

◇
児
童
の
宿
泊
を
伴
う
援
助
活

動
は
行
い
ま
せ
ん

　
　

入
会
手
続

　

入
会
申
込
書
に
写
真
2
枚

（
縦
3�

㎝
×
横
2.5�

㎝
）
を
添
え

て
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
セ
ン
タ
ー
主
催
の
研
修

受
講
後
、
会
員
登
録
し
ま
す
。

入
会
金
・
年
会
費
は
無
料
で
す
。

申
込
書
は
子
育
て
支
援
課
に
あ

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課
☎
(50)
1
2
5
7

　

香
取
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
消
防
本
部
指
令
セ
ン

タ
ー
で
は
、
₄
月
₇
日
か
ら

携
帯
電
話
や
I
P
電
話
か
ら

の
1
1
9
番
緊
急
通
報
に
位

置
情
報
通
知
シ
ス
テ
ム
の
運

用
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
携
帯

電
話
・
I
P
電
話
か
ら
の

1
1
9
番
通
報
で
、
音
声
通

話
と
合
わ
せ
て
通
報
者
の
発

信
位
置
に
関
す
る
情
報
が
、

自
動
的
に
指
令
セ
ン
タ
ー
に

送
ら
れ
、
指
令
台
の
地
図
上

に
通
報
者
の
位
置
が
表
示
さ

れ
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

特
に
、
屋
外
か
ら
の
通
報

で
居
場
所
を
十
分
に
説
明
で

き
な
い
場
合
な
ど
、
通
報
者

の
位
置
を
把
握
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
、
よ
り
迅
速
・

確
実
な
消
防
活
動
を
行
な
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
電
話

①
⋮
第
₃
世
代
の
携
帯
電
話

（
高
速
デ
ー
タ
通
信
が
可
能

な
携
帯
電
話
）

②
⋮
I
P
電
話
の
う
ち

﹁
0
5
0
﹂
で
電
話
番
号
が

始
ま
る
電
話
サ
ー
ビ
ス
を
除

い
た
も
の

■
通
知
さ
れ
る
位
置
情
報

携
帯
電
話
の
場
合
⋮
Ｇ
Ｐ
Ｓ

対
応
の
機
種
に
は
精
度
の
高

い
位
置
情
報
が
通
知
さ
れ
ま

す
が
、
電
話
機
の
機
能
や
条

件
に
よ
っ
て
は
誤
差
が
生
じ

ま
す
。

Ｉ
Ｐ
電
話
の
場
合
⋮
契
約
者

情
報
（
住
所
、
氏
名
）
が
通

知
さ
れ
ま
す
。

■
そ
の
他

　

位
置
情
報
が
十
分
確
認
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

1
1
9
番
通
報
時
に
は
こ
れ

ま
で
通
り
口
頭
で
住
所
や
目

印
と
な
る
目
標
物
な
ど
を
伝

え
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

対
象
電
話
か
ら
の
通
報
で

あ
っ
て
も
、﹁
1
8
4
﹂
を

付
け
て
1
1
9
番
緊
急
通
報

を
お
こ
な
っ
た
場
合
発
信
番

号
非
通
知
と
同
様
に
位
置
情

報
は
非
通
知
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
消
防
本
部
で
、
緊

急
に
位
置
情
報
を
必
要
で
あ

る
と
判
断
し
た
場
合
、
位
置

情
報
を
取
得
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

※
シ
ス
テ
ム
の
対
象
と
な
る

携
帯
電
話
の
機
種
や
Ｇ
Ｐ
Ｓ

測
位
対
応
機
種
は
、
各
事
業

者
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

香
取
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
消
防
本
部
指
令
課

☎
(83)
0
1
1
9

消
防
本
部
指
令
セ
ン
タ
ー
に

位
置
情
報
通
知
シ
ス
テ
ム
導
入

　

市
で
は
、
が
ん
の
早
期
発
見
の
た
め
に
﹁
が

ん
検
診
﹂
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

検
診
は
、
自
覚
症
状
の
な
い
時
に
こ
そ
受
け

て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。
ど
の
会
場
で
も

受
診
で
き
ま
す
の
で
、
都
合
の
よ
い
検
診
日
程

で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象　

40
歳
以
上
の
市
民（
4
月
1
日
現
在
）

■
検
査
内
容

◇
胃
が
ん
検
診　

胃
レ
ン
ト
ゲ
ン（
バ
リ
ウ
ム
）

検
査

◇
大
腸
が
ん
検
診　

便
潜
血
反
応
検
査
（
2
日

間
の
便
を
取
り
、
血
液
が
混
じ
っ
て
い
る
か
ど

15日㈭
16日㈮
20日㈫、21日㈬
24日㈯
26日㈪
27日㈫
28日㈬
29日㈭、30日㈮
 2日㈪、3日㈫
 4日㈬、5日㈭
 6日㈮
 7日㈯
 9日㈪
10日㈫
11日㈬
12日㈭、13日㈮
16日㈪
17日㈫、18日㈬、19日㈭、20日㈮、21日㈯

23日㈪
26日㈭
27日㈮、28日㈯
30日㈪
 1日㈫
 2日㈬
 3日㈭、4日㈮
 5日㈯、7日㈪、8日㈫
 9日㈬、10日㈭

沢区民センター
高萩小学校
栗源保健センター
佐原保健センター
新島小学校
北佐原いこいの家
大倉小学校
八都小学校
府馬小学校
山倉小学校
第一山倉小学校
佐原保健センター
みずほ台コミュニティセンター
佐原保健センター
香取中学校
山田保健センター
竟成小学校

佐原保健センター
東大戸小学校
スポーツコミュニティセンター
小見川区事務所
小見川南小学校
小見川東小学校
小見川西小学校
小見川北小学校
佐原保健センター
小見川区事務所

₅月

₆月

₇月

胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診

早
期
発
見
！

　市では、市内の未利用工場用地、
賃貸工場、倉庫などに関する情報を
収集しています。
　この情報は、所有者の承諾を得た
後、企業誘致用地などとして、市ホー
ムページに掲載し、企業訪問時など
の資料として利用していきます。
　市内の資産を有効に活用し、地域
の活性化を図るためにも、「工場遊
休地」「貸し工場」「貸し倉庫」など
の情報がありましたら、ご連絡くだ
さい。
※用地は、おおむね1000㎡以上のま
とまりがあり、道路などアクセスが
確保できていること

問い合わせ　商工観光課☎(50)1212

工 場 遊 休 地
貸 し 工 場
貸 し 倉 庫

■胃がん・大腸がん検診日程

う
か
調
べ
ま
す
）

■
検
診
受
付
時
間　

8
時
～
10
時
30
分

■
そ
の
ほ
か

　

昨
年
度
受
診
者
に
は
、
個
人
通
知
し
ま
す
。

昨
年
度
受
診
し
て
い
な
い
場
合
や
、
新
た
に
検

診
を
希
望
す
る
人
は
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

胃
・
大
腸
の
病
気
で
通
院
、
手
術
を
受
け
た

人
、
検
診
で
経
過
観
察
中
の
人
、
バ
リ
ウ
ム
を

飲
ん
で
気
分
が
悪
く
な
っ
た
り
し
た
人
は
主
治

医
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
検
診
申
し
込
み
期
限　

7
月
8
日
㈫
ま
で

■
申
し
込
み　

健
康
づ
く
り
課
☎
(50)
1
2
3
5

情報をお寄せ
 ください！

❶

❷

❸

❹

❷

❺
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区　　分 人槽 補助金額

新　

設

通
常
型

5人槽
120,000円7人槽

10人槽

高
度
型

5人槽 444,000円
7人槽 486,000円

10人槽 576,000円

（
家
屋
の
建
替
え
に
伴
う
転
換
を
除
く
）

転　

換

単
独
槽
か
ら
の
転
換

通
常
型

5人槽 512,000円
7人槽 594,000円

10人槽 728,000円

高
度
型

5人槽 624,000円
7人槽 666,000円

10人槽 756,000円

転
換

く
み
取
り
か
ら
の

通
常
型

5人槽 432,000円
7人槽 514,000円

10人槽 648,000円

高
度
型

5人槽 544,000円
7人槽 586,000円

10人槽 676,000円

■補助金額 合併浄化槽　

市
で
は
、
し
尿
と
生
活
雑

排
水
を
併
せ
て
処
理
す
る
合

併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に
対

し
て
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。
平
成
20
年
度
の
補
助

金
額
は
表
の
と
お
り
で
す
。

■
補
助
の
対
象

　

自
己
所
有
の
専
用
住
宅

（
新
・
増
築
、
く
み
取
り
・

単
独
槽
か
ら
合
併
槽
へ
の
転

換
）
で
、
設
置
場
所
が
下
水

道
認
可
区
域
外
お
よ
び
農
業

集
落
排
水
処
理
区
域
外
で
あ

る
こ
と
。
た
だ
し
、
下
水
道

認
可
区
域
内
で
あ
っ
て
も
下

水
道
の
整
備
が
7
年
以
上
見

込
ま
れ
な
い
地
域
は
補
助
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
補
助
基
数
に
は
限

度
が
あ
り
ま
す
。

■
申
請
は
事
前
に

　

設
置
予
定
の
あ
る
人
は
工

事
を
始
め
る
前
に
申
請
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
ほ
か

　

表
中
の
﹁
高
度
型
﹂
と
は
、

窒
素
や
リ
ン
除
去
能
力
を
有

す
る
高
度
処
理
型
合
併
処
理

浄
化
槽
で
、
補
助
対
象
地
域

の
う
ち
常
陸
利
根
川
や
与
田

浦
川
に
生
活
排
水
が
排
出
さ

れ
る
地
域
お
よ
び
黒
部
川
流

域
に
設
置
さ
れ
る
も
の
を
い

い
ま
す
。
該
当
地
域
は
市
へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

下
水
道
課　

☎
(54)
3
5
2
1 設置に補助金

佐原広域交流拠点整備事業

₅月₁日㈭から

　

佐
原
区
中
心
部
か
ら
国
道

3
5
6
号
で
小
見
川
区
方
面
へ

向
か
う
と
、
本
宿
耕
地
地
先
で

大
規
模
な
工
事
が
見
ら
れ
ま

す
。

　

こ
れ
は
、
地
域
の
都
市
再
生

に
寄
与
す
る
水
辺
を
活
か
し
た

交
流
拠
点
の
形
成
を
目
指
し
、

国
・
県
と
協
力
し
て
進
め
て
い

る
﹁
佐
原
広
域
交
流
拠
点
整
備

事
業
﹂
で
す
。

■
現
在
の
状
況

　

現
在
は
、国
土
交
通
省
（
国
）

に
よ
る
高
規
格
堤
防
工
事
、
香

取
地
域
整
備
セ
ン
タ
ー
（
県
）

に
よ
る
国
道
3
5
6
号
バ
イ
パ

ス
工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、
5

月
1
日
㈭
か
ら
は
バ
イ
パ
ス
の

供
用
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

本
工
事
は
県
が
国
道
の
渋
滞

緩
和
の
た
め
に
行
っ
て
き
た
も

国道356号バイパス
供用開始

▲整備が進められている現場

▲整備計画図

　

市
で
は
、
安
全
で
開
か
れ
た

学
校
づ
く
り
を
進
め
、
学
校
教

育
の
多
様
化
・
活
性
化
を
図
る

た
め
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ

ん
に
、
幼
稚
園
や
小
中
学
校
の

教
育
活
動
を
お
手
伝
い
し
て
い

た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

■
活
動
内
容

教
育
活
動
支
援
⋮
読
み
聞
か

せ
、
生
け
花
、
手
芸
、
調
理
、

作
物
作
り
、
郷
土
芸
能
、
楽
器

演
奏
、
書
道
、
ス
ポ
ー
ツ
、
外

国
語
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
特
技
・

趣
味
を
生
か
し
て
、
指
導
に
あ

た
る
教
員
の
補
助
。

環
境
整
備
支
援
⋮
教
材
・
教
具

の
作
成
、
施
設
・
設
備
の
修
繕
、

樹
木
の
剪
定
・
草
刈
り
、
校
内

清
掃
な
ど
学
校
の
環
境
整
備
。

防
犯
支
援
⋮
登
下
校
時
の
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
や
交
通
安
全
指
導

な
ど
、
児
童
・
生
徒
の
安
全
を

守
る
活
動
の
支
援
。

　

活
動
の
実
施
は
、
各
学
校
が

登
録
者
に
直
接
依
頼
し
、
活
動

内
容
を
調
整
し
ま
す
。

■
登
録
条
件
と
方
法

　

保
護
者
や
市
内
在
住
者
で
、

無
償
で
活
動
が
で
き
る
人
。
登

録
は
、
学
校
教
育
課
、
各
幼
稚

園
・
小
中
学
校
で
随
時
で
き
ま

す
。
登
録
期
間
は
、
毎
年
3
月

末
ま
で
の
年
度
更
新
で
す
。
活

動
で
き
る
内
容
、
時
間
帯
、
特

定
の
学
校
で
活
動
を
希
望
す
る

場
合
な
ど
は
、
登
録
時
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す

る
謝
金
・
交
通
費
の
支
給
は
あ

り
ま
せ
ん
。
登
録
者
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
保
険
料
は
市
が

全
額
負
担
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課　

☎
(50)
1
2
3
9

▲サッカー部の教育活動支援の
様子

あ
な
た
の
力
を
教
材
に

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
募
集

■
倒
木
被
害
の
防
止

　

最
近
、
市
道
に
お
い
て
隣
接

す
る
山
林
な
ど（
個
人
所
有
地
）

の
枯こ

損そ
ん

木ぼ
く

に
よ
る
道
路
へ
の
倒

木
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

道
路
へ
の
倒
木
は
通
行
の
支

障
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
場
合

に
よ
っ
て
は
、
歩
行
者
や
通
行

車
両
の
事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

　

民
有
地
か
ら
の
枯
損
木
が
、

■
自
宅
の
樹
木
剪
定

　

道
路
上
に
張
り
出
し
て
い
る

枝
や
葉
は
通
行
の
支
障
と
な
り

ま
す
。
各
家
庭
で
、
道
路
上
に

張
り
出
し
て
い
る
枝
の
剪
定
を

行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
、
道
路
が
安
全
に
通
行
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

■
道
路
上
に
置
か
な
い

　

商
品
や
プ
ラ
ン
タ
ー
を
道
路

上
（
歩
道
・
側
溝
を
含
む
）
に

置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。
道
路

上
に
置
か
れ
た
商
品
や
プ
ラ
ン

タ
ー
は
、
通
行
の
支
障
と
な
り

ま
す
。
お
店
の
商
品
、
置
き
看

板
、
の
ぼ
り
旗
、
家
庭
の
植
木

鉢
、
プ
ラ
ン
タ
ー
な
ど
は
敷
地

内
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

道
路
河
川
管
理
課�

☎
(50)
1
2
1
5

道
路
に
倒
木
し
た
こ
と
に
よ
り

被
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
山

林
な
ど
の
所
有
者
に
も
損
害
賠

償
な
ど
の
責
任
を
問
わ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
道
路
で
の
交

通
事
故
防
止
の
た
め
に
も
、
倒

木
な
ど
危
険
を
及
ぼ
す
恐
れ
の

あ
る
枯
損
木
は
、
山
林
所
有
者

の
皆
さ
ん
が
確
認
し
、
事
前
に

伐
採
す
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

安
全
・
安
心
な

道
路
環
境
保
全
に
ご
協
力
を

の
で
あ
り
、
当
面
暫
定
2
車
線

で
の
開
通
で
す
が
、
将
来
は
4

車
線
化
さ
れ
る
予
定
で
す
。

■
主
な
整
備
内
容

◇
市
の
事
業
⋮
地
域
交
流
施
設

（
道
の
駅
）、
水
辺
交
流
セ
ン

タ
ー
な
ど

◇
県
の
事
業
⋮
国
道
3
5
6
号

道
路
改
築

◇
国
の
事
業
⋮
高
規
格
堤
防
、

河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
河

川
利
用
情
報
発
信
施
設
、
河
川

環
境
施
設
（
佐
原
河
岸
・
利
用

ゾ
ー
ン
）
な
ど

　

施
設
の
オ
ー
プ
ン
は
平
成
22

年
春
を
目
標
と
し
、
交
流
人
口

拡
大
と
新
生
香
取
市
の
地
域
間

交
流
の
拠
点
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
街
地
整
備
課
☎
(50)
1
2
3
2
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香
取
市
に
は
、楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
や
出
来
事
が
盛
り
だ

く
さ
ん
。

こ
こ
で
は
、そ
ん
な
ホ
ッ
ト

な
ま
ち
の
話
題
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め

災
害
時
の
た
め
の
学
習
会
開
催

かしい曲にうっとり
県民芸術劇場・小見川生涯学習公演会懐

安
全
で
安
心
な
食
を
守
る
た
め

に
よ
る
地
域
づ
く
り　

食

　

災
害
時
の
生
活
に
役
立
つ
技

術
を
習
得
す
る
学
習
会
が
、
3

月
13
日
に
佐
原
中
央
公
民
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
習
会
で
は
、
非
常
食
1
食

分
ご
と
に
炊
き
出
し
が
行
え
る

耐
熱
性
炊
飯
袋
の
利
用
方
法
を

学
び
ま
し
た
。
こ
の
袋
は
、
1

食
ご
と
に
炊
飯
が
で
き
る
の

で
、
お
に
ぎ
り
よ
り
も
衛
生
的

で
多
く
の
人
た
ち
に
均
一
の
量

が
配
布
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
三
角
巾
を
使
用
し
た

救
急
法
、
新
聞
紙
で
の
簡
易
ス

リ
ッ
パ
作
り
や
風
呂
敷
で
の

リ
ュ
ッ
ク
作
り
な
ど
、
い
ざ
と

い
う
と
き
に
役
立
つ
技
術
を
習

得
し
ま
し
た
。

▲新聞紙でスリッパ作り ▲災害食の炊飯訓練

▲風呂敷で簡易リュック作り ▲三角巾を使用した手当て方法

▲炊き上がった災害救護用のご飯

　県民芸術劇場・小見川生涯学習公演会「日本の歌・こころの歌
コンサート」が₃月16日に県立水郷小見川少年自然の家体育館で
行われました。
　ニューフィルハーモニーオーケストラ千葉による歌とピアノ三
重奏で奏でられる曲は、誰もが聞いたことのある懐かしいものば
かりで、館内に響く温もりのある音色に聴衆は昔を思い出すかの
ように聴き入っていました。

　

飲
食
店
が
中
心
と
な
り
、
地
域

の
食
材
を
生
か
し
た﹁
食
の
ま
ち
﹂

づ
く
り
を
目
指
す
試
み
と
し
て
、

﹁
江
戸
優
り
佐
原
・
食
の
ま
ち
フ
ェ

ア
﹂
が
3
月
8
日
か
ら
16
日
ま
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ア
で
は
、
食
を
テ
ー
マ
に

し
た
﹁
ま
ち
づ
く
り
観
光
フ
ォ
ー

ラ
ム
﹂
が
8
日
に
開
催
さ
れ
、﹁
地

域
の
食
を
考
え
る
懇
談
会
﹂
発
行

の
﹁
江
戸
優
り
佐
原
の
﹃
食
﹄
め

ぐ
り
マ
ッ
プ
﹂
を
利
用
し
た
飲
食

店
で
の
期
間
限
定
サ
ー
ビ
ス
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

15
日
、
16
日
に
は
、
地
元
食
材

を
使
っ
た
創
作
料
理
﹁
ま
ち
ぐ
る

み
御
膳
～
彩
い
ろ
ど
り
　

菜さ
い

時じ

季き

～
﹂
の
試

食
会
や
、
佐
原
観
光
案
内
所
、
道

の
駅
く
り
も
と
、風
土
村
で
は﹁
北

総
の
ポ
ー
ク
﹂を
使
っ
た
新
商
品
、

﹃
割
烹
炙
り
焼
﹄﹃
割
烹
炙
り
ベ
ー

コ
ン
﹄
の
試
食
会
な
ど
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

▲披露された料理を試食する人たち

▲道の駅での「北総のポーク」試食会

ボ
ー
ル
や
リ
コ
ー
ダ
ー
な
ど
を
寄
付

ダ
ガ
ス
カ
ル
へ
の
贈
り
物

マ

　

小
見
川
区
小
中
学
校
児
童
生
徒

た
ち
に
よ
る
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
共

和
国
ア
ン
タ
ラ
タ
シ
小
学
校
へ
の

ボ
ー
ル
や
リ
コ
ー
ダ
ー
な
ど
の
寄

贈
が
3
月
28
日
、
小
見
川
西
小

学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て
活
動
す

る
諏
訪
ゆ
う
子
さ
ん
か
ら
お
願
い

さ
れ
た
、
小
見
川
西
小
学
校
児
童

ら
の
呼
び
か
け
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

代
表
と
し
て
贈
呈
し
た
同
小
学

校
児
童
は
、﹁
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の

友
達
が
楽
し
く
勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ

が
で
き
る
よ
う
に
集
め
ま
し
た
。

ぜ
ひ
使
っ
て
く
だ
さ
い
﹂
と
集
め
た

品
物
を
渡
し
ま
し
た
。

▲集めた品物を渡す小見川西小学校児童たち

▲懐かしい曲に聞き入る来場者たち

▲江戸優り佐原の
　「食」めぐりマップ
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香
取
遺
産

　

蓮
寿
山
真
浄
寺
は
沢
に
所

在
す
る
日
蓮
宗
の
名め
い

刹さ
つ

で
す
。

元
々
は
檀
家
を
持
た
な
い
お
参

り
寺
で
し
た
。

　

本
堂
は
、
間
口
柱
間
三
間
、

奥
行
同
四
間
で
、
正
面
に
間

口
一
間
の
向ご

拝は
い

を
付
し
て
い

ま
す
。
屋
根
は
宝ほ
う

形ぎ
ょ
う

造づ
く
りの

高

く
見
栄
え
の
す
る
屋
根
で
、
銅

板
葺ぶ
き

（
元
茅
葺
）
に
改
築
さ
れ

て
い
ま
す
。
建
築
年
代
は
小

屋
柱
の
墨
書
か
ら
元
文
5
年

（
1
7
4
0
）
と
推
定
さ
れ
ま

す
。
正
面
寄
り
の
一
間
に
﹁
吹

放
ち
﹂
の
構
造
を
設
け
て
い
る

こ
と
が
特
徴
の
一
つ
で
あ
り
、

昭
和
53
年
5
月
に
市
指
定
文
化

財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
世
以
来
香
取
地
域
の
在
地

領
主
で
あ
っ
た
国
分
氏
と
の
関

係
が
深
く
、
寺
伝
で
は
、
天
正

18
年
（
1
5
9
0
）
矢
作
城
が

落
城
し
た
際
、
そ
の
遺
臣
が
当

寺
に
立
て
籠
も
り
、
堂ど
う

宇う

が
焼

失
し
た
と
も
伝
わ
り
ま
す
。

　

落
城
後
は
、
徳
川
家
康
の
家

臣
鳥
居
元
忠
が
矢
作
領
4
万
石

を
領
し
、
沢
村
7
5
9
石
余
も

そ
の
内
に
含
ま
れ
ま
し
た
。

　

沢
村
は
、
そ
の
後
旗
本
江
原

氏
知
行
地
と
な
り
、
さ
ら
に
寛

文
7
年
（
1
6
6
7
）
に
は
同

じ
江
原
氏
二
氏
の
相
知
行
地
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。
幕
末
期
に

は
江
原
氏
5
9
5
石
余
、
江
原

氏
1
6
4
石
、代
官
支
配
所（
幕

府
領
）
1
4
0
石
余
、
用
水
溜

井
除
地
9
石
余
、
計
9
0
9
石

余
の
村
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

真
浄
寺
境
内
に
は
、
沢
村
領

主
、
旗
本
江
原
親
章
（
9
代

目
）
の
墓
が
一
基
残
さ
れ
て
い

ま
す
。高
さ
は
約
1
5
0
㎝
で
、

竿さ
お

石い
し

正
面
に
は
﹁
威
徳
院
殿
興

「沢の真浄寺」

旧領主旗本江原氏の墓

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
皆
さ
ん
に
読
ん
で

ほ
し
い
本
を
紹
介
し
ま

す
。
小
説
や
エ
ッ
セ
イ
、

旅
行
記
や
絵
本
な
ど
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん

で
い
ま
す
。

今月のおすすめ里
親
入
門　

制
度
・
支
援
の
正

し
い
理
解
と
発
展
の
た
め
に

湯
沢
雍
彦
／
編
著

　

豊
富
な
事
例
や
最
新
の
調

査
結
果
で
里
親
制
度
の
実
情

を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
。
こ
れ
か
ら

里
親
に
な
り
た
い
人
、
他
の

里
親
家
庭
の
様
子
を
知
り
た

い
人
、
関
連
児
童
福
祉
機
関

で
働
く
人
に
役
立
つ
1
冊
。

賞
味
期
限
が
わ
か
る
本

冷
蔵
庫
の
中
の
﹁
ま
だ
食
べ

ら
れ
る
？
﹂
を
完
全
解
決
！ 

全
4
0
0
品
目
!! 

　
﹁
賞
味
期
限
﹂
っ
て
い
っ

た
い
何
？ 

﹁
賞
味
期
限
﹂
と

﹁
消
費
期
限
﹂の
違
い
っ
て
？ 

野
菜
、
調
味
料
、
瓶
詰
め
食

品
か
ら
ベ
ビ
ー
フ
ー
ド
ま

で
、
全
4
0
0
品
目
の
賞
味

期
限
を
徹
底
調
査
。
保
存
方

法
も
完
全
網
羅
し
た
、
全
家

庭
必
携
の
1
冊
。

絵
と
き　

ね
じ
基
礎
の
き
そ

　

こ
れ
か
ら
も
の
づ
く
り
の

分
野
へ
足
を
踏
み
入
れ
て
本

格
的
に
代
表
的
な
機
械
要
素

を
学
ぼ
う
と
す
る
人
を
対
象

に
、
ね
じ
の
は
た
ら
き
、
種

類
、
機
能
、
工
作
法
、
材
料

を
図
表
、
写
真
を
多
用
し
て

や
さ
し
く
解
説
。
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
活
躍
す
る
ユ
ニ
ー

ク
な
ね
じ
も
紹
介
。

ラ
チ
と
ら
い
お
ん

マ
レ
ー
ク
・
ベ
ロ
ニ
カ
／
文
・
絵

　

ラ
チ
は
弱
虫
な
男
の
子
。

あ
る
朝
小
さ
な
赤
い
ラ
イ
オ

ン
が
現
れ
て
、
強
く
な
る
方

法
を
教
え
て
く
れ
る
。
そ
し

て
ラ
チ
の
成
長
を
確
認
し
、

ラ
イ
オ
ン
は
そ
っ
と
い
な
く

な
る
の
だ
が
⋮
。
読
む
と
勇

気
が
わ
い
て
く
る
絵
本
。

仁
禮
譲
大
居
士
﹂﹁
文
化
二
乙

丑
年
正
月
十
日
逝
去
﹂
の
文
字

と
2
つ
の
家
紋
が
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

江
原
氏
は
、
沢
村
5
9
5
石

余
の
他
、
岩
部
村
、
返
田
村
、

求ぐ

名み
ょ
う

村
（
現
東
金
市
）、
下
鶴

間
村
（
現
神
奈
川
県
大
和
市
）

に
合
わ
せ
て
1
7
0
0
石
の
知

行
地
を
持
つ
旗
本
で
、
9
代
目

親
章
は
、
小こ

納な
ん

戸ど

や
西
丸
小
納

戸
、
目め

付つ
け

な
ど
の
役
職
を
勤
め

ま
し
た
。

　

江
原
氏
の
葬
地
は
市
谷
善
慶

寺
（
現
新
宿
区
）
で
あ
り
、
な

ぜ
親
章
の
墓
だ
け
真
浄
寺
に
あ

る
の
か
不
思
議
で
す
。
台
石
の

側
面
に
は
、
建
立
者
と
思
わ
れ

る
11
人
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い

ま
す
が
、
親
章
の
死
後
、
こ
れ

ら
の
人
々
が
旧
領
主
を
偲
ん
で

建
立
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

₃月16日昭和の名車が集結
　ハコスカの愛称で親し
まれているスカイライン
ＧＴ-Ｒなど、昭和の名
車が佐原町並み交流館に
展示されました。会場に
は多くのファンが訪れ、
写真を撮る姿が見られま
した。また、オーナー同
士の情報交換も行われて
いました。

▲真浄寺本堂　

▲

旗本江原親章の墓

₃月22日・23日バイオガスで焼きいも
　メタンガスを燃料にす
る調理器具「バイオガス
クッカー」が、風土村（鳩
山）でお披露目され、焼
きいもが作られました。
この調理器具は、バイオ
マスプラントを管理す
る、農事組合法人「和郷
園」が中心となり開発し
たものです。

₂月24日防災講習会を開催
　香取神宮神徳館でボー

イスカウト香取第2団に

よるＢＰ祭（団の集会）

が開催されました。この

日は、アルファー米の炊

き方や避難時の心得など

の防災講習を受け、最後

はアルファー米の試食を

行いました。

₃月20日

₂月23日・24日中学生陸上強化合宿
　中学生を対象とした陸

上競技合同研修会が、小

見川中学校で行われまし

た。この研修会には、山

梨県や福島県などから強

豪校も多数参加し、全国

トップレベルの指導者の

もと、充実した研修会が

行われました。

リレートークで農業を語る
　香取地域農業・農村タ
ウンミーティングが、佐
原文化会館で開催され、

「堂本知事と考えよう　
ちばの食　香取の農業」
をテーマにリレートーク
が行われました。香取地
域の農業生産者や加工
業者など25人が壇上で農
業振興策などの提言を行
い、堂本知事と意見交換
をしました。
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1
年
間

■
応
募
方
法　

5
月
12
日
㈪

（
必
着
）
ま
で
に
応
募
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
県
民
セ

ン
タ
ー
、
県
交
通
安
全
対
策

課
ま
で
郵
送
、
持
参
、
フ
ァ
ク

ス
、
ま
た
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
フ
ォ
ー
ム
か
ら
応
募

※
応
募
用
紙
は
、
各
県
民
セ
ン

タ
ー
、
市
区
町
村
交
通
安
全
担

当
課
、
各
警
察
署
に
あ
り
ま
す

問
県
交
通
安
全
対
策
課

☎
0
4
3
（
2
2
3
）
2
2
6
3

0
4
3
（
2
2
1
）
2
9
6
9

HPhttp://www.pref.chiba.lg.jp/

　

一
般
幹
部
候
補
生
学
校
へ
入

校
後
、
約
1
年
で
幹
部
自
衛
官

を
養
成
し
ま
す
。
募
集
要
項
、

志
願
書
類
な
ど
の
希
望
者
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

暮
ら
し
の

情
報

　…問い合わせ　　…申し込み　　…受け付け　　…応募 　　 …フリーダイヤル　　 …ファクス　　…メールアドレス　　…ホームページアドレスHP

■
入
居
資
格　

市
内
に
住
所
ま

た
は
勤
務
先
が
あ
り
、
現
在
住

宅
に
困
っ
て
い
る
人
。
た
だ
し

所
得
制
限
な
ど
が
あ
り
ま
す

■
敷
金　

家
賃
の
3
カ
月
分

■
備
考　

浴
槽
、
風
呂
釜
は
入

居
者
の
負
担
で
設
置
（
向
堆
住

宅
を
除
く
）

○
大
戸
団
地
（
佐
原
区
）

◇
場
所　

大
戸
川
1
9
5
6
―1

◇
募
集
戸
数　

2
戸
（
部
屋
は

1
階
・
2
階
）
昭
和
53
年
築

◇
種
別　

一
般
住
宅

◇
家
賃　

1
2
3
0
0
円
～

◇
規
格　

3
Ｄ
Ｋ
（
6
畳
2
間
・

4
畳
半
1
間
・
浴
室
・
水
洗
ト
イ
レ
）

○
粉
名
口
団
地
（
佐
原
区
）

◇
場
所　

佐
原
ロ
2
0
9
7
―7

◇
募
集
戸
数　

4
戸
（
部
屋
は

2
階
・
3
階
・
4
階
）
昭
和
57

～
60
年
築

◇
種
別　

一
般
住
宅

◇
家
賃　

1
7
1
0
0
円
～

◇
規
格　

3
Ｄ
Ｋ（
6
畳
2
間
・

4
畳
半
1
間
・
台
所
・
浴
室
・

水
洗
ト
イ
レ
）

○
向
堆
住
宅
（
山
田
区
）

◇
場
所　

府
馬
3
6
4
9

◇
募
集
戸
数　

1
戸
・
平
成
元
年
築

◇
種
別　

一
般
住
宅

◇
家
賃　

1
4
7
0
0
円
～

◇
規
格　

3
Ｄ
Ｋ（
6
畳
3
間
・

台
所
・
浴
室
・
水
洗
ト
イ
レ
）

○
日
下
部
住
宅
（
山
田
区
）

◇
場
所　

府
馬
3
4
2
9
―5

◇
募
集
戸
数　

2
戸
・
昭
和
55

～
60
年
築

◇
種
別　

一
般
住
宅

◇
家
賃　

1
2
3
0
0
円
～

◇
規
格　

3
Ｄ
Ｋ（
6
畳
2
間
・

4
畳
半
1
間
・
台
所
・
浴
室
・

汲
み
取
り
式
ト
イ
レ
）

申
4
月
30
日
㈬
ま
で
に
次
の
課

へ
（
土
日
・
祭
日
を
除
く
）

都
市
計
画
課�

☎
（50）
1
2
1
4

小
ま
ち
づ
く
り
課
☎
（82）
1
1
1
8

山
ま
ち
づ
く
り
課
☎
（78）
2
1
1
6

栗
ま
ち
づ
く
り
課
☎
（75）
2
1
1
5

　

市
で
は
、
平
成
22
年
春
に
開

設
予
定
の
佐
原
広
域
交
流
拠
点

に
設
置
す
る
広
域
交
流
施
設（
道

の
駅
）
へ
の
出
荷
者
を
募
集
し
、

出
荷
者
協
議
会
（
仮
称
）
を
設

置
し
ま
す
。
こ
の
協
議
会
は
、

農
産
物
の
作
付
け
計
画
、
出
荷

条
件
な
ど
の
調
整
を
行
う
機
関

と
し
て
設
置
す
る
も
の
で
す
。

■
対
象　

市
内
在
住
で
、
次
に

該
当
す
る
特
産
物
の
生
産
や
加
工

を
し
て
い
る
個
人
ま
た
は
法
人

①
農
畜
産
物
の
生
産
ま
た
は
加

工
を
し
て
い
る
生
産
者

②
特
産
品
の
製
造
ま
た
は
販
売

を
し
て
い
る
製
造
事
業
者

※
申
し
込
み
さ
れ
た
生
産
者
・

出
荷
団
体
な
ど
に
は
、
説
明
会

を
開
催
し
ま
す

申
5
月
15
日
㈭
ま
で
に
農
政
課

へ　

☎
（50）
1
2
5
8

　

通
学
路
で
の
街
頭
指
導
や
高

齢
者
の
自
宅
訪
問
な
ど
、
身
近

な
地
域
の
交
通
安
全
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
﹁
交
通
安
全
推

進
隊
﹂
を
募
集
し
ま
す
。

　

隊
員
登
録
者
に
は
、
安
心
し

て
活
動
す
る
た
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
保
険
の
加
入
や
帽
子
の
支
給

な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
対
象　

平
成
4
年
4
月
1
日

以
前
に
生
ま
れ
、
県
内
在
住
、

在
勤
・
在
学
者

■
活
動
方
法　

小
学
校
区
ご
と

に
グ
ル
ー
プ
で
月
1
回
以
上
活
動

■
登
録
期
間　

7
月
1
日
か
ら

2008. April

4
月

【暮らしの情報】

葬　祭　業

（おみがわ聖苑隣り）
自宅葬・家族葬・ホール葬・社葬

℡ 0 4 7 8 （ 8 3 ） 4 1 9 4

香 取 ホ ー ル

本郷588
☎83－8345

当店では、北海
道の厳選した

そば粉と安心安
全な地元産の

食材を取り入れ
ています

〈広告〉 〈広告〉〈広告〉

■
募
集
種
目

①
一
般
、
技
術
幹
部
候
補
生

②
歯
科
、
薬
剤
幹
部
候
補
生

■
応
募
資
格

①
一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生

20
歳
以
上
26
歳
未
満
（
22
歳
未

満
は
大
卒
者（
見
込
み
含
む
））、

大
学
院
修
士
課
程
修
了
者
（
見

込
み
）
は
28
歳
未
満

②
歯
科
・
薬
剤
幹
部
候
補
生

歯
科
⋮
専
門
の
大
学
卒
（
見
込

み
）
で
20
歳
以
上
30
歳
未
満

薬
剤
科
⋮
専
門
の
大
学
卒
（
見

込
み
）
で
20
歳
以
上
26
歳
未
満

（
専
門
の
大
学
院
修
士
課
程
修

了
者
（
見
込
み
）
は
28
歳
未
満
）

■
受
付
期
限　

5
月
12
日
㈪
ま

で
（
必
着
）

■
試
験
期
間　

▼
1
次
⋮
5
月

17
日
㈯
・
18
日
㈰
（
18
日
は
飛

行
要
員
の
み
）
▼
2
次
⋮
6
月

17
日
㈫
～
20
日
㈮
▼
3
次
⋮
7

月
16
日
㈬
～
8
月
2
日
㈯
（
飛

募集

 　　  1  2　 � 4 5

 6 7 8 � 10 11 12

 1� 14 15 16 17 18 1�

 20 21 22 2� 24 25 26

 27 28 2� �0 

行
要
員
の
み
）

問
自
衛
隊
旭
地
域
事
務
所

　
　

☎
0
4
7
9

（62）
0
9
7
1�

HPhttp://www.mod.go.jp/pco/chiba/

■
日
時　

4
月
27
日
㈰　

10
時

～
15
時
（
雨
天
中
止
）

■
場
所　

香
取
神
宮
赤
鳥
居
前

広
場

■
出
店
料　

2
0
0
円

申
か
と
り
杜
の
会
事
務
局
鈴
木

☎
0
9
0
（
6
1
3
9
）
7
7
3
7

　

利
根
川
を
や
さ
し
く
見
守
っ

て
く
れ
る
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象　

市
内
の
利
根
川
付
近

在
住
で
20
歳
以
上
の
人

■
期
間　

7
月
1
日
～
平
成
22

年
6
月
30
日

■
謝
礼　

実
費
程
度

■
応
募
方
法　

5
月
8
日
㈭

交
通
安
全
推
進
隊

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

自
衛
隊
一
般
幹
部

候
補
生
等

市
営
住
宅
の
入
居
者

親
子
と
成
人
の
保
健

■
4
カ
月
児
健
診

佐
原
…
14
日
㈬　

1�
時
～
1�
時
�0

分（
平
成
1�
年
12
月
～
20
年
１
月
生
）

■
10
カ
月
児
健
診

小
見
川
…
28
日
㈬　

1�
時
～
1�
時

�0
分
（
平
成
1�
年
6
～
7
月
生
）

■
1
歳
6
カ
月
児
健
診

佐
原
…
21
日
㈬　

1�
時
～
1�
時
�0

分
（
平
成
18
年
11
月
生
）

■
2
歳
児
歯
科
健
診

佐
原
…
�
日
㈮　

1�
時
～
1�
時
15

分
（
平
成
17
年
11
～
12
月
生
）

■
3
歳
児
健
診

佐
原
…
20
日
㈫　

1�
時
～
1�
時
15

分
（
平
成
16
年
11
月
生
）

小
見
川
…
1�
日
㈫　

12
時
�0
分
～

12
時
45
分
（
平
成
16
年
11
月
生
）

■
マ
マ
パ
パ
教
室
（
要
申
込
）

佐
原
…
10
日
㈯　

�
時
�0
～
�
時

40
分
開
始

■
プ
レ
マ
マ
教
室
（
要
申
込
）

佐
原
…
15
日
㈭
・
22
日
㈭　

1�
時

～
1�
時
10
分

■
離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）

山
田
保
健
セ
ン
タ
ー
…
16
日
㈮　

1�
時
15
分
～
1�
時
�0
分

集
団
予
防
接
種

■
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

佐
原
…
1�
日
㈫　

1�
時
�0
分
～
1�

時
50
分

小
見
川
…
20
日
㈫　

12
時
�0
分
～

12
時
50
分

■
ポ
リ
オ
予
防
接
種

佐
原
…
22
日
㈭　

1�
時
�0
分
～
1�

時
50
分

小
見
川
…
8
日
㈭　

12
時
�0
分
～

12
時
50
分

個
別
予
防
接
種

※
市
内
契
約
医
療
機
関
で
接
種

■
三
種
混
合
予
防
接
種

■
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種

健
康
相
談
（
げ
ん
き
く
ら
ぶ
）

佐
原
…
7
日
㈬
、
小
見
川
…
12
日

㈪　

い
ず
れ
も
1�
時
～
14
時
�0
分

　
　

…
佐
原
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

…
小
見
川
区
事
務
所

　

表
記
の
時
間
は
受
付
時
間
で

す
。
各
健
診
の
（　

）
内
は
対
象

者
の
生
年
月
日
で
す
。

問
い
合
わ
せ

健
康
づ
く
り
課 

☎
(50)
1
2
3
5

5月
の

成
人
の
健
康
相
談

開
催
場
所
な
ど

親
子
の
健
康
相
談

　
　
　

予
防
接
種

　
　

は
佐
原
・
栗
源
区
の

　
　

人
が
対
象

　
　
　

は
小
見
川
・
山
田

　
　
　

区
の
人
が
対
象

小
見
川

佐
原

小
見
川

佐
原

佐
原

小
見
川

佐
原

小
見
川

小
見
川

佐
原

佐
原

佐
原

佐
原

佐
原

小
見
川

佐
原

小
見
川

佐
原

か
と
り
門
前
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

出
荷
者
協
議
会（
仮
称
）

の
参
加
者

　

薄
紫
や
淡
い
ピ
ン
ク
の
長
い

花
房
を
つ
け
華
や
か
に
咲
き
誇

る
藤
の
花
は
、
日
本
古
来
の
花

木
と
言
わ
れ
、
万
葉
集
に
も
歌

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

水
郷
佐
原
水
生
植
物
園
で

万
葉
の
花　

 

藤　

観
藤
会

は
、
4
月
下
旬
か
ら
見
ご
ろ
を

迎
え
、
ほ
の
か
に
香
る
藤
の
ト

ン
ネ
ル
を
く
ぐ
る
と
や
さ
し
い

気
持
ち
に
満
た
さ
れ
ま
す
。

　

12
カ
所
の
藤
棚
の
下
に
は
椅

子
や
テ
ー
ブ
ル
も
あ
り
、
ゆ
っ

く
り
と
ご
観
賞
い
た
だ
け
ま

す
。
ま
た
、
サ
ッ
パ
舟
で
開
花

し
た
花
を
見
な
が
ら
園
内
巡
り

も
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

■
日
時　

4
月
26
日
㈯
～
5
月

9
日
㈮　

9
時
～
16
時
30
分

■
入
園
料　

4
月
⋮
大
人

2
0
0
円
、
小
中
学
生
1
0
0

円
・
5
月
⋮
大
人
5
0
0
円
、

小
中
学
生
2
5
0
円

問
水
郷
佐
原
水
生
植
物
園　

　
　
　
　
　
　

☎
（56）
0
4
1
1�
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市民活動推進課　☎(54)1138　　 自治振興課　☎(82)1112
自治振興課　　☎(78)2111　　 自治振興課　☎(75)2111

小見川区事務所　₄月23日㈬　予約日₄月17日㈭
市役所　　　　　₅月14日㈬　予約日₅月₇日㈬
山田区事務所　　₅月28日㈬　予約日₅月19日㈪

●行政相談・人権相談
　₄月18日㈮　　13時30分～15時30分
　市民活動推進課　☎(54)1138　 自治振興課　☎(82)1112
　 自治振興課　　☎(78)2111　 自治振興課　☎(75)2111
　5月20日㈫　　13時30分～15時30分
　市民活動推進課　☎(54)1138
●消費生活相談　₉時〜17時

市民活動推進課　4月17日㈭・5月1日㈭・8日㈭・15日㈭　☎(54)1138
自治振興課　₄月24日㈭　☎(82)1112

●司法書士による法律相談　10時〜15時
　市役所　　　　₄月15日㈫・₅月20日㈫
　（予約者優先　市民活動推進課　☎(54)1138）
●交通事故相談　10時〜15時　要予約
　環境安全課　　₅月13日㈫・27日㈫　☎(50)1248
●心配ごと相談　10時～15時
　社会福祉協議会本所  ₄月24日㈭　☎(54)4410
　社会福祉協議会小見川支所 ₅月₁日㈭　☎(83)7071
　社会福祉協議会山田支所� ₅月₈日㈭　☎(78)1056
　社会福祉協議会栗源支所 4月17日㈭・5月15日㈭  ☎(75)2118

● 精神保健福祉相談(要予約)
　₄月15日㈫・23日㈬・₅月14日㈬　13時30分～
● エイズ・クラミジア・梅毒・B型、C型肝炎検査(無料・要予約)
　₄月28日㈪・₅月12日㈪　13時～14時受付
●配偶者からの暴力に関する相談(要予約)　毎週水曜日
　電話での相談(毎週月～金曜日)　₉時～17時　☎(52)9310
●女性のための健康相談(要予約)　₄月24日㈭　☎(52)9157

身近な相談室
市民相談 閉庁日を除く毎日　₈時30分〜16時30分　

法律相談 市民対象　₉時30分〜14時　予約は市民生活課　☎(54)1138
受付は予約日の₈時30分から10人まで　　　　　☎(54)1111

そのほかの相談

千葉県香取健康福祉センターの相談　☎(52)9161

【暮らしの情報】

（
必
着
）
ま
で
に
、
官
製
は
が

き
か
フ
ァ
ク
ス
に
氏
名
・
年
齢
・

性
別
・
住
所
・
電
話
番
号
・
職

業
・
所
属
団
体
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
）

が
あ
れ
ば
そ
の
団
体
名
・
地
域

に
密
着
し
た
活
動
へ
参
加
し
た

経
験
・
応
募
理
由
・
利
根
川
の

感
想
・
過
去
の
河
川
愛
護
モ
ニ

タ
ー
経
験
の
有
無
を
記
入
し
、

︿
佐
原
・
栗
源
区
﹀
〒
2
8
7
―

0
0
0
1
佐
原
ロ
2
0
9
7
―

8
国
土
交
通
省
利
根
川
下
流
河

川
事
務
所
佐
原
出
張
所

︿
小
見
川
・
山
田
区
﹀
〒
2
8
9

―0
3
1
3
小
見
川
4
8
8
4
―

8
国
土
交
通
省
利
根
川
下
流
河

川
事
務
所
小
見
川
出
張
所
へ
送

付
。
選
考
結
果
は
6
月
中
旬
に

送
付
し
ま
す

※
詳
細
は
当
事
務
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
国
土
交
通
省
佐
原
出

張
所
、
道
路
河
川
管
理
課
配
布

の
公
募
要
綱
を
参
照

HPh
ttp
://w

w
w
.ktr.m

lit.

go.jp/tonege/

問
国
土
交
通
省
利
根
川
下
流
河

川
事
務
所

佐
原
出
張
所�

☎
（52）
3
7
9
5

�
�

（55）
1
2
7
9

小
見
川
出
張
所�

☎
（82）
2
6
2
9

�
�

（82）
4
1
5
4

　

ミ
ス
あ
や
め
コ
ン
テ
ス
ト
出

場
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格　

18
歳
以
上
の
未

婚
の
女
性

■
審
査
方
法　

主
催
者
側
が
用

意
し
た
娘
船
頭
さ
ん
の
衣
装
で

審
査

■
賞
金　

ミ
ス
あ
や
め
賞
（
2

人
）
⋮
10
万
円　

ミ
ス
あ
や

め
に
選
ば
れ
た
人
の
推
薦
者
⋮

2
万
円

■
開
催
日　

6
月
1
日
㈰

■
場
所　

小
野
川
忠
敬
橋
下
流

特
設
会
場

申
5
月
20
日
㈫
ま
で
に
次
へ

水
郷
佐
原
観
光
協
会

　
　
　
　
　
　

☎
（52）
6
6
7
5

佐
原
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　
　

☎
（54）
2
2
4
4

■
日
時　

5
月
11
日
㈰　

9
時

～
正
午
（
毎
月
第
2
日
曜
日
）

■
場
所
・
定
員　

小
見
川
消
防

署
20
人
・
佐
原
消
防
署
10
人（
い

ず
れ
も
先
着
順
）

※
3
時
間
の
講
習
会
受
講
者
に

は﹁
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
修
了
証
﹂

を
交
付

申
開
催
月
の
第
1
日
曜
日
、
17

時
ま
で
に
次
へ

小
見
川
消
防
署
☎
（83）
0
1
1
9

佐
原
消
防
署　

☎
（52）
4
1
1
1

■
日
時　

4
月
24
日
㈭　

15
時

～
（
予
約
不
要
）

■
場
所　

県
立
佐
原
病
院
1
階

多
目
的
ホ
ー
ル

■
内
容　
﹁
関
節
リ
ウ
マ
チ
の

治
療
﹂
～
生
物
学
的
製
剤
を
中

心
に
～　

講
師
：
県
立
佐
原
病

院
整
形
外
科
部
長　

北
崎
等
氏

■
参
加
費　

無
料

問
県
立
佐
原
病
院

�

☎
（54）
1
2
3
1

■
日
時　

5
月
8
日
か
ら
毎
週

木
曜
日　

19
時
30
分
～
21
時

（
全
10
回
）

■
場
所　

山
田
中
央
運
動
広
場

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■
定
員　

20
人
程
度

■
参
加
費　

3
0
0
0
円

申
4
月
29
日
㈷
ま
で
に
山
田
Ｂ

＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
へ

　
　
　
　
　
　

☎
（78）
3
2
0
4

■
日
時　

5
月
4
日
㈰　

8

時
～
（
毎
月
第
1
日
曜
日
開

催
）

■
場
所　

八
坂
神
社
境
内
（
水

郷
佐
原
山
車
会
館
隣
り
）

※
故
郷
産
品
（
食
料
品
、草
花
・

植
木
）
の
出
店
者
も
募
集
中

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
野
川
と
佐
原

の
町
並
み
を
考
え
る
会

�

☎
（52）
1
0
0
0

　

年
度
更
新
の
手
続
き
は
、
事

業
主
の
皆
さ
ん
が
、
平
成
19
年

度
の
概
算
保
険
料
を
精
算
す
る

﹁
確
定
申
告
﹂
と
平
成
20
年
度

の
見
込
み
保
険
料
（
概
算
保
険

催し
小
江
戸
さ
わ
ら
の

骨
董
市

県
立
佐
原
病
院

健
康
教
室

応
急
手
当

救
命
講
習
会

テ
ニ
ス
教
室

お
早
め
に

労
働
保
険
料
の
申
告
・
納
付

　

谷
津
田
を
わ
た
る
風
に
の
っ

て
、
橘
堰
上
空
を
鯉
の
ぼ
り
が

泳
ぐ
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
水
辺
遊
歩
道
か
ら
、
あ
る

い
は
里
山
の
頂
上
か
ら
の
眺
望

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
に
は
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。

■
開
催
期
間　

4
月
24
日
㈭
～

5
月
7
日
㈬
（
予
定
）

︻
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
︼

■
日
時　

5
月
3
日
㈷　

10
時

～
15
時（
雨
天
時
4
日
㈰
に
順
延
）

■
場
所　

橘
ふ
れ
あ
い
公
園

■
内
容　

牧
野
の
森
ウ
ォ
ー
ク

ゲ
ー
ム
、
ボ
ー
ト
水
上
散
歩
、

芝
生
の
上
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
ち

び
っ
こ
集
ま
れ
！
鯉
の
ぼ
り

ゲ
ー
ム
（
10
時
30
分
と
13
時
30

分
）、
ふ
れ
あ
い
市
・
竹
工
作

な
ど
団
体
出
店
コ
ー
ナ
ー　

ほ
か

里
山
の
野
草
観
察
ツ
ア
ー

（
11
時
～
、
13
時
30
分
～
／
所

要
時
間
約
1
時
間
）

こ
の
花
な
ん
だ
っ
け
？
名
前
が

分
か
る
と
も
っ
と
楽
し
く
な
る

山
歩
き
。
森
林
浴
し
な
が
ら
オ

カ
リ
ナ
の
演
奏
も
聴
け
ま
す
！

問
商
工
観
光
課
☎
（50）
1
2
1
2

いきいき山田　鯉のぼりまつり
お知らせ

講座
教室

料
）
を
申
告
す
る
も
の
で
す
。

申
告
・
納
付
は
、
最
寄
り
の
金

融
機
関
を
通
じ
て
、
お
早
め
に

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

労
働
保
険
、
年
度
更
新
な
ど

の
詳
細
は
、
千
葉
労
働
局
労
働

保
険
徴
収
課
ま
で
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
申
告
期
間　

5
月
20
日
㈫
ま

で問
千
葉
労
働
局

☎
0
4
3
（
2
2
1
）
4
3
1
7

HPh
ttp
://w

w
w
.ch
ib
a
-

roudoukyoku.go.jp

丸神不動産㈱ ☎８３-９４１１
設計・施工・管理

合同会社 シライ ☎８２-５４５０

★小見川工業団地至
近★

即入居可
白井ハイツ戸建白井ハイツ戸建白井ハイツ戸建

●お問い合わせは

入居者募集

★世界の東京へ90分★

〈広告〉

ミ
ス
あ
や
め

コ
ン
テ
ス
ト
出
場
者

相談は無料です。安心してお気軽にお電話ください。

☎０４７８－７９－０３７０

円心司法書士事務所 代表司法書士

植野  玄治

円心で親身に
          応対します。
  きっと生活が楽になりますよ。

まぁるいこころ

民事裁判・不動産登記・会社登記・成年後見・相続・遺産分割・遺言・供託・告訴・告発・・・なんでもご相談ください。

秘密
厳守

千葉県香取市北三丁目12番地18 第一北新ビル2階（国道356号線沿い佐原消防署前）

え  ん し  ん

借金に関するご相談は土・日・祝日
電話対応中・毎日夜１2時まで受付

返済でお困りの方へ
一人で苦しまないで！
法律と私はあなたの味方です。

〈広告〉

広報のお知らせ

広報かとりは、郵便局、金融機関、コンビにな
どにも置いてありますので、ご利用ください。
問い合わせ　秘書広報課　☎（50）1204



広報 122008年（平成20年）4月15日

人口と世帯
₄月₁日現在
人　口／86,654人（−257）
　　　男42,898人（−130）
　　　女43,756人（−127）
世帯数／29,020戸（−　1）

文芸文芸
　

ハ
ガ
キ
1
枚
に
俳
句
2
句
・
短
歌
2
首
の
ど
ち
ら
か

と
、
本
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
2
8
7

－

8
5
0
1　

広
報
か
と
り
﹁
俳
句
﹂
ま
た
は
﹁
短
歌
﹂

の
係
ま
で
。
毎
月
15
日
ま
で
の
到
着
分
を
審
査
し
、
翌
月

号
に
掲
載
。
掲
載
さ
れ
る
作
品
は
、
選
者
に
よ
り
評
を
踏

ま
え
て
添
削
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■作品募集

葱
洗
う
水
に
名
残
り
の
寒
あ
り
て
春
一
番
が
背
戸
を
叩

け
り�

伊
藤　

か
つ
江
（
津
宮
）

仏
飯
の
湯
気
が
静
か
に
立
ち
の
ぼ
り
両
手
を
合
わ
せ
朝

の
香
薫た

く�

髙
木　

マ
サ
（
岩
部
）

百
歳
の
義
母
の
み
ま
か
り
し
野
辺
送
り
道
曲
る
と
き
梅

の
香
た
だ
よ
う　

�

大
原　

一
郎
（
大
倉
丁
子
）

朝
ま
だ
き
ふ
と
見
上
げ
た
る
山
の
空
へ
の
字
へ
の
字
に

雁
の
群
ゆ
く�

平
野　

や
す
（
古
内
）

水
曜
の
夜
を
集
え
る
フ
ラ
の
会
夢
な
ど
見
つ
つ
舞
う
も

楽
し
く�

大
川　

美
代
子
（
分
郷
）

今月の納期限

₄月30日㈬

固定資産税

介護保険料

（第₁期）

 （第₁期）

　

 

香
取
歌
壇 

五
喜
田　

正
巳
選

幼
日
を
母
に
背
負
わ
れ
通
い
た
る
「
ほ
ね
つ
ぎ
」
の
看

板
い
ま
も
残
れ
る�

嶋
田　

武
夫
（
下
飯
田
）

評
・
看
板
が
残
っ
て
い
る
の
は
、
い
ま
も
開
業
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
か
、
定
か
で
は
な
い
が
幼
な
い
日
の
一
時
期
、
お
母
さ
ん
に

背
負
わ
れ
﹁
ほ
ね
つ
ぎ
﹂
の
看
板
を
か
か
げ
た
お
医
者
に
通
っ
た

こ
と
を
作
者
は
懐
し
ん
で
い
る
の
だ
。

　

 

香
取
俳
壇 

増
田　

斗
志
選

し
ら
じ
ら
と
明
け
し
山
路
の
初
音
か
な　
　
　
　
　
　

　
　

�

絵
鳩　

美
知
子
（
府
馬
）

評
・﹁
初
音
﹂
は
二
月
頃
の
鶯
の
第
一
声
を
称
し
て
珍
重
さ
れ
る
。
山
路
の
夜

明
け
は
、
こ
の
初
音
が
春
の
訪
れ
を
い
ち
早
く
告
げ
て
く
れ
る
。
上
五
の
﹁
し

ら
じ
ら
﹂
が
深
山
の
風
情
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
て
い
る
一
句
で
あ
る
。

山
の
子
も
海
の
子
と
な
り
遠
足
子

�

嶋
田　

武
夫
（
下
飯
田
）

尼
寺
の
庫
裡
の
暗
さ
や
余
寒
あ
り

�

郡　

千
恵
子
（
下
小
川
）

東
風
吹
け
り
黒
部
河
畔
に
句
碑
の
園

�

越
川　

三
朝
（
府
馬
）

ゆ
る
や
か
に
な
が
る
ゝ
水
路
猫
柳

�

内
野　

千
代
子
（
三
島
）

ナ
ナ
カ
マ
ド
洞
爺
の
湖
面
浮
き
出
で
る

�

太
田　

正
彦
（
富
田
）

【市民のひろば】

元気な1年生、元気な年長さんになります。みなさんも一緒
に出発しましょう。

₃〜₅歳児ギ
ャ
ラ
リ
ー

ギ
ャ
ラ
リ
ー

新島保育所

₄月出発だー！

▲エダマメの抜き取り調査

神
戸
市
出
身
。
兵
庫
県
立
農
業
大

学
校
で
農
業
を
学
ぶ
。
第
47
回
千

葉
県
青
年
農
業
者
会
議
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
発
表
﹁
防
風
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
た
エ
ダ
マ
メ
の
カ
メ
ム
シ
防
除

効
果
の
検
討
﹂
で
知
事
賞
を
受
賞

松ま
つ
や
ま山　

新あ
ら
たさ

ん（
大
根
）

○
農
業
を
始
め
た
き
っ
か
け

は
？

　

体
調
を
悪
く
し
た
叔
父
の
代

わ
り
に
始
め
ま
し
た
。
叔
父
は
も

と
も
と
香
取
市
で
農
業
を
や
っ

て
い
ま
し
た
の
で
。
31
歳
く
ら
い

か
ら
始
め
て
、
4
年
く
ら
い
に
な

り
ま
す
。
最
初
は
体
力
的
に
厳

し
か
っ
た
か
な
と
い
う
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
農
業

の
勉
強
は
し
て
い
た
の
で
、
そ
れ

ほ
ど
抵
抗
な
く
楽
観
的
に
で
き

ま
し
た
。

○
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
選

ん
だ
理
由
や
研
究
で
苦
労
し
た

と
こ
ろ
は
？

　

動
機
は
、
お
客
様
か
ら
ク
レ
ー

ム
が
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
商

品
が
カ
メ
ム
シ
臭
い
と
い
う
ク

レ
ー
ム
を
受
け
、
こ
れ
は
何
と
か

し
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
そ
れ
に
対
し
て
何
が

で
き
る
か
考
え
た
と
き
、
防
風

ネ
ッ
ト
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
な
ら
、

カ
メ
ム
シ
を
寄
せ
付
け
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
憶
測
で
始

め
ま
し
た
。
エ
ダ
マ
メ
の
防
除
や

収
穫
な
ど
の
作
業
を
、
自
分
が
中

心
で
や
っ
て
い
た
こ
と
も
き
っ
か

け
に
な
り
ま
し
た
。

　

苦
労
し
た
こ
と
は
、
一
人
で
何

も
か
も
や
っ
て
い
た
の
で
、
ト
ン

ネ
ル
を
張
る
な
ど
の
大
が
か
り

な
作
業
が
大
変
で
し
た
。

○
今
後
の
目
標
は
？

　

良
い
も
の
が
で
き
る
な
ら
、
手

間
を
惜
し
ま
ず
に
が
ん
ば
り
た

い
で
す
。

○
若
い
農
業
者
を
育
成
し
て
い

く
の
に
必
要
な
こ
と
は
？

　

若
い
人
た
ち
に
、
農
業
の
魅

力
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
、

一
番
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分

で
食
べ
る
も
の
を
自
分
で
作
れ

る
と
い
う
こ
と
は
、
お
も
し
ろ
い

こ
と
、
い
い
こ
と
な
の
で
、
そ
れ

を
み
ん
な
に
知
っ
て
も
ら
い
た

い
で
す
。

　宇井市長へ知事賞受賞の
報告をする松山さん

▼

File.13

良
い
も
の
が
で
き
る
な
ら

 

手
間
を
惜
し
ま
ず
が
ん
ば
り
た
い

パパ 真一さん
ママ 典子さん

お菓子が大好き♥ちゃ
んと歯みがきしましょう
ネ♥

斉
さいとう

藤 伊
い さ き

咲ちゃん(西田部)

1歳
8カ月

パパ 孝久さん
ママ 智恵さん

お兄ちゃん大好き♥外
で一緒に遊んでいるよ!!

池
い け だ

田 悠
ゆうすけ

佑くん(大倉)

1歳
9カ月

パパ 哲也さん
ママ 宏美さん

外が大好きで、隙を見て
脱走します。もうすぐお
兄ちゃんに♪

香
か と り

取 青
そ ら

空くん(岩ヶ崎台)

1歳
9カ月

パパ 基尚さん
ママ 絵美さん

お兄ちゃん大好き♥お出か
けの時は、お兄ちゃんと仲
良く手をつないで歩きます。

早
そ う だ

田 陸
りく

くん(岩ヶ崎台)

1歳
9カ月

パパ 春樹さん
ママ 亜耶さん

poohさん自転車でお散
歩するのが大好きです
♥

髙
たかはし

橋 莉
り お

央ちゃん(与倉)

1歳
9カ月

パパ 祐一さん
ママ 直美さん

みゆの₂人のおねえちゃん
だ～いすき。いつもいっぱ
い、あそんでくれるんだよ。

高
た か だ

田 実
み ゆ う

夢ちゃん(大倉)

1歳
9カ月

再生紙を使用しています

　

ど
う
し
て
も
見
て
み
た
か
っ

た
山
倉
の
浅
間
台
公
園
の
夜
桜
。

行
っ
て
き
ま
し
た
♪
ぼ
ん
ぼ
り

に
照
ら
さ
れ
、
夜
空
に
浮
か
び

上
が
る
幻
想
的
な
桜
の
美
し
さ

に
う
っ
と
り
。
こ
の
公
園
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
竹
林
だ
っ
た

山
を
開
拓
し
作
っ
た
、
手
作
り

で
す
。
暖
か
さ
に
満
ち
た
素
敵

な
公
園
で
し
た
。�

（
Y
）

︻
お
詫
び
と
訂
正
︼

　

4
月
1
日
号
9
ペ
ー
ジ

山
倉
地
区
で
サ
ケ
の
稚
魚

放
流
の
記
事
中
﹁
山
倉
第

一
小
学
校
児
童
﹂
と
記
載

が
あ
り
ま
し
た
が
﹁
第
一

山
倉
小
学
校
児
童
﹂
の
間

違
い
で
し
た
。
お
詫
び
し

て
訂
正
い
た
し
ま
す
。


